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派遣先・派遣労働者間の黙示の労働契約の成立を認めた事例（塩見、和田）

は
じ
め
に

マ
ツ
ダ
事
件
は
、
松
下
Ｐ
Ｄ
Ｐ
事
件
最
高
裁
判
決
後
に
お
い
て
、
同
最

高
裁
判
決
の
判
断
枠
組
を
前
提
と
し
、
違
法
派
遣
事
案
に
お
い
て
派
遣
先

の
雇
用
責
任
を
認
め
た
初
の
判
決
で
あ
る
。
以
下
、
同
判
決
の
内
容
を
紹

介
す
る
と
と
も
に
、
松
下
Ｐ
Ｄ
Ｐ
事
件
最
高
裁
判
決
及
び
そ
の
後
の
同
種

事
案
に
お
け
る
下
級
審
判
決
を
踏
ま
え
た
検
討
を
行
う
。

一　

事
実

1　

事
案
の
概
要

本
件
は
、
派
遣
労
働
者
と
し
て
自
動
車
製
造
業
を
営
む
Ｙ
の
防
府
工
場

の
各
職
場
に
派
遣
さ
れ
て
自
動
車
製
造
業
務
に
従
事
し
て
い
た
Ｘ
ら
一
五

名
が
、
労
働
者
派
遣
法
が
定
め
る
派
遣
可
能
期
間
を
超
え
て
Ｙ
が
労
働
者

派
遣
の
役
務
の
提
供
を
受
け
て
い
た
こ
と
や
Ｘ
ら
の
就
業
実
態
等
の
事
情

に
よ
れ
ば
、
Ｘ
ら
が
派
遣
元
事
業
主
と
の
間
で
締
結
し
た
派
遣
労
働
契
約

は
無
効
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、
か
つ
Ｘ
ら
の
就
業
実
態
等
に
よ
れ
ば
Ｘ
ら

と
Ｙ
と
の
間
に
は
黙
示
の
労
働
契
約
が
成
立
し
て
い
る
と
主
張
し
て
、
Ｙ

に
対
し
、
Ｘ
ら
が
Ｙ
の
正
社
員
と
し
て
の
労
働
契
約
上
の
地
位
を
有
す
る

こ
と
の
確
認
、
賃
金
の
支
払
い
、
雇
用
継
続
に
対
す
る
期
待
権
侵
害
を
理

由
と
す
る
不
法
行
為
に
基
づ
く
損
害
賠
償
を
請
求
し
た
事
案
で
あ
る
。

2　

労
働
者
派
遣
契
約
と
サ
ポ
ー
ト
社
員
制
度
の
導
入

Ｙ
は
、
二
〇
〇
三
︵
平
成
一
五
︶
年
六
月
の
労
働
者
派
遣
法
改
正
に
よ

り
、
二
〇
〇
四
︵
平
成
一
六
︶
年
三
月
一
日
か
ら
製
造
業
派
遣
が
解
禁
さ
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れ
る
一
方
で
、
派
遣
可
能
期
間
が
一
年
と
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
を

受
け
、
二
〇
〇
三
年
一
一
月
こ
ろ
、
社
内
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
設

け
、
当
時
の
自
動
車
の
増
産
傾
向
に
対
応
し
な
が
ら
将
来
的
な
生
産
量
の

変
動
に
対
応
で
き
る
人
員
配
置
の
方
法
を
検
討
し
た
。
な
お
、
二
〇
〇
三

年
一
一
月
こ
ろ
当
時
は
、
業
務
請
負
方
式
に
よ
る
自
動
車
製
造
業
務
の
外

部
委
託
を
行
っ
て
い
た
。

Ｙ
は
、
二
〇
〇
四
年
四
月
以
降
、
派
遣
労
働
者
を
受
け
入
れ
る
こ
と
と

し
︵
以
下
、﹁
本
件
派
遣
﹂
と
い
う
。︶、
複
数
の
派
遣
元
事
業
者
と
の
間

で
労
働
者
派
遣
基
本
契
約
︵
以
下
、﹁
基
本
契
約
﹂
と
い
う
。︶
を
締
結
す

る
と
と
も
に
、
都
度
、
労
働
者
派
遣
個
別
契
約
︵
以
下
、﹁
個
別
契
約
﹂

と
い
う
。︶
を
締
結
し
、
労
働
者
派
遣
を
受
け
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

基
本
契
約
に
よ
れ
ば
、
派
遣
労
働
者
の
業
務
内
容
、
人
数
、
派
遣
料
金
等

は
個
別
契
約
に
よ
り
取
り
決
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

Ｘ
ら
は
、Ｙ
と
基
本
契
約
を
締
結
し
て
い
る
派
遣
元
事
業
者
と
の
間
で
、

い
わ
ゆ
る
登
録
型
派
遣
の
形
態
で
の
派
遣
労
働
契
約
を
締
結
し
、
Ｙ
に
て

就
労
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
Ｙ
は
、
毎
月
中
旬
こ
ろ
に
生
産
管
理
部
に
お

い
て
翌
月
の
自
動
車
生
産
計
画
を
確
定
し
、
毎
月
二
〇
日
こ
ろ
、
各
職
場

に
お
い
て
必
要
と
な
る
派
遣
労
働
者
の
人
数
を
確
定
す
る
と
と
も
に
部
長

は
派
遣
元
事
業
者
と
の
間
で
個
別
契
約
を
締
結
し
て
い
た
。
な
お
、
後
に

述
べ
る
ラ
ン
ク
制
度
に
お
い
て
Ｓ
ラ
ン
ク
と
な
っ
た
者
の
み
、
個
別
契
約

は
一
年
間
の
契
約
と
さ
れ
た
。

Ｙ
は
、
二
〇
〇
四
年
七
月
こ
ろ
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
お
い
て
、

派
遣
可
能
期
間
経
過
後
も
各
職
場
に
お
い
て
な
お
人
員
確
保
の
必
要
が
あ

る
場
合
の
対
応
策
と
し
て
、
派
遣
可
能
期
間
経
過
後
、
同
期
間
経
過
前
に

受
け
入
れ
て
い
た
派
遣
労
働
者
を
Ｙ
の
期
間
社
員
︵
以
下
、﹁
サ
ポ
ー
ト

社
員
﹂
と
い
う
。︶
と
し
て
直
接
雇
用
す
る
制
度
︵
以
下
、﹁
サ
ポ
ー
ト
社

員
制
度
﹂
と
い
う
。︶
を
導
入
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
同
年
一
〇
月
よ
り

同
制
度
を
導
入
し
た
。
サ
ポ
ー
ト
社
員
制
度
に
お
い
て
は
、
Ｙ
が
サ
ポ
ー

ト
社
員
と
し
て
派
遣
労
働
者
を
直
接
雇
用
す
る
期
間
︵
以
下
、﹁
サ
ポ
ー

ト
期
間
﹂
と
い
う
。︶
は
、
当
初
三
か
月
と
一
日
間
で
あ
っ
た
が
、
後
に

六
か
月
間
に
延
長
さ
れ
た
。
Ｙ
工
場
の
担
当
者
は
、
後
の
労
働
局
の
調
査

に
お
い
て
﹁
サ
ポ
ー
ト
期
間
は
、
ク
ー
リ
ン
グ
期
間
に
対
応
し
た
直
接
雇

用
制
度
で
す
﹂
と
陳
述
し
て
い
た
。

Ｙ
は
、
サ
ポ
ー
ト
社
員
制
度
導
入
に
先
立
ち
、
二
〇
〇
四
年
五
月
こ
ろ

か
ら
派
遣
元
事
業
者
と
の
間
で
Ｙ
が
派
遣
労
働
者
を
サ
ポ
ー
ト
社
員
と
し

て
直
接
雇
用
す
る
具
体
的
方
策
に
つ
い
て
協
議
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
派
遣

元
に
﹁
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
業
務
﹂
を
委
託
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。﹁
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
業
務
﹂
は
、
ａ
サ
ポ
ー
ト
社
員
候
補
者
に
対
す
る
﹁
募

集
告
知
﹂
の
配
布
及
び
募
集
内
容
説
明
会
の
開
催
、
ｂ
応
募
者
に
対
す
る

選
考
結
果
の
発
送
業
務
、
内
定
者
に
対
す
る
入
社
手
続
書
類
の
作
成
サ
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ポ
ー
ト
・
回
収
、
記
入
漏
れ
チ
ェ
ッ
ク
業
務
、
ｃ
入
社
手
続
に
伴
う
応
募

者
情
報
の
デ
ー
タ
化
、
入
社
手
続
書
類
の
事
務
処
理
補
助
、
書
類
の
整
理
、

ｄ
入
社
時
教
育
研
修
会
の
開
催
︵
就
業
の
心
得
、
就
業
規
則
、
職
場
安
全

衛
生
等
︶、
ｅ
入
社
時
配
付
資
料
の
送
付
、
ｆ
サ
ポ
ー
ト
社
員
の
期
間
中

の
就
業
等
に
関
す
る
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
、
ｇ
サ
ポ
ー
ト
社
員
期
間
中
の

寮
・
送
迎
等
、
福
利
厚
生
業
務
、
ｈ
サ
ポ
ー
ト
社
員
期
間
中
の
通
勤
手
当

デ
ー
タ
を
﹁
生
産
サ
ポ
ー
ト
社
員
就
業
規
則
﹂
に
基
づ
き
作
成
、ｉ
サ
ポ
ー

ト
社
員
契
約
を
継
続
す
る
場
合
の
対
象
者
に
対
す
る
意
思
確
認
業
務
、
ｊ

サ
ポ
ー
ト
社
員
退
職
者
に
対
す
る
退
社
手
続
書
類
の
作
成
サ
ポ
ー
ト
及
び

回
収
業
務
、
ｋ
退
社
時
配
布
物
の
発
送
業
務
、
を
内
容
と
す
る
も
の
で
あ

り
、
Ｙ
は
そ
の
対
価
と
し
て
、
派
遣
元
事
業
者
に
対
し
サ
ポ
ー
ト
社
員
一

人
に
つ
き
毎
月
約
四
万
円
な
い
し
八
万
円
の
報
酬
を
支
払
っ
て
い
た
。

Ｘ
ら
の
う
ち
一
三
名
は
、
サ
ポ
ー
ト
社
員
制
度
に
よ
り
、
一
度
以
上
は

Ｙ
で
の
直
接
雇
用
を
経
験
し
て
い
る
。
サ
ポ
ー
ト
社
員
に
な
る
に
際
し
て

は
、
主
に
派
遣
元
事
業
者
の
担
当
者
か
ら
﹁
派
遣
法
の
問
題
で
長
く
働
く

こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
、
一
度
Ｙ
の
社
員
に
な
っ
て
も
ら
う
﹂﹁
形
だ
け
﹂

﹁
仕
事
は
何
も
変
わ
ら
な
い
﹂﹁
三
か
月
と
一
日
が
終
わ
っ
た
ら
ま
た
戻
っ

て
も
ら
う
﹂
な
ど
の
説
明
を
受
け
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
サ
ポ
ー
ト
社
員

へ
の
応
募
に
は
履
歴
書
等
の
必
要
書
類
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
っ
た
が
、

こ
れ
ら
の
書
類
授
受
作
業
は
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
業
務
と
し
て
派
遣
元

事
業
者
が
行
っ
て
い
た
。
サ
ポ
ー
ト
社
員
と
し
て
の
就
労
期
間
に
お
い
て

は
、
Ｘ
ら
の
就
労
内
容
や
労
働
条
件
は
ほ
と
ん
ど
変
わ
る
こ
と
は
な
く
、

Ｙ
の
寮
に
引
き
続
き
居
住
し
た
り
、
派
遣
元
事
業
者
の
送
迎
を
そ
の
ま
ま

利
用
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
っ
た
。

Ｘ
ら
の
う
ち
サ
ポ
ー
ト
社
員
を
経
験
し
て
い
る
者
は
、
サ
ポ
ー
ト
期
間

が
満
了
し
た
場
合
、
再
び
元
の
派
遣
元
事
業
者
と
の
間
で
派
遣
労
働
契
約

を
締
結
し
、
Ｙ
に
て
引
き
続
き
従
前
と
同
一
の
業
務
に
就
労
し
た
。

3　

ラ
ン
ク
制
度
及
び
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
評
価
制
度
の
導
入

Ｙ
は
、
二
〇
〇
六
︵
平
成
一
八
︶
年
九
月
以
降
、
派
遣
料
金
体
系
を
大

幅
に
見
直
す
こ
と
と
し
、
派
遣
元
事
業
者
と
の
協
議
の
結
果
、
派
遣
労
働

者
の
ラ
ン
ク
を
四
つ
に
格
付
け
す
る
制
度
︵
以
下
、﹁
ラ
ン
ク
制
度
﹂
と

い
う
。︶
及
び
派
遣
元
事
業
者
の
業
績
を
評
価
す
る
制
度
︵
以
下
、﹁
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
評
価
制
度
﹂
と
い
う
。︶
を
導
入
し
た
。

﹁
ラ
ン
ク
制
度
﹂
は
、
職
務
に
対
す
る
期
待
値
に
よ
っ
て
派
遣
労
働
者

を
﹁
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
﹂
及
び
﹁
ハ
イ
ポ
ジ
シ
ョ
ン
﹂
に
大
別
し
、
前
者
を

三
段
階
︵
Ｃ
ラ
ン
ク
、
Ｂ
ラ
ン
ク
、
Ａ
ラ
ン
ク
︶、
後
者
を
一
段
階
︵
Ｓ

ラ
ン
ク
︶
と
し
て
、
四
ラ
ン
ク
の
格
付
け
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
ラ
ン
ク

評
価
は
Ｙ
が
行
い
、
そ
れ
を
派
遣
元
事
業
者
に
伝
達
し
て
い
た
。
ラ
ン
ク

の
昇
格
に
お
い
て
は
、
Ｙ
の
職
長
か
ら
派
遣
労
働
者
に
直
接
認
定
証
が
渡
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さ
れ
た
。

﹁
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
評
価
制
度
﹂
は
、
派
遣
元
事
業
者
の
業
績
を
、
派

遣
労
働
者
の
出
勤
率
向
上
に
努
め
た
か
︵
出
勤
率
︶、
派
遣
労
働
者
の
定

着
率
向
上
に
努
め
た
か︵
定
着
率
︶、優
秀
な
人
材
の
派
遣
に
務
め
た
か︵
事

前
教
育
の
成
績
︶、
難
し
い
作
業
工
程
に
対
す
る
派
遣
に
努
め
た
か
︵
配

置
領
域
︶、
増
員
要
請
に
ど
れ
だ
け
応
え
ら
れ
た
か
︵
増
員
比
率
︶
の
五

つ
の
尺
度
で
評
価
︵
以
下
、﹁
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
評
価
﹂
と
い
う
。︶
す
る

も
の
で
あ
る
。

両
制
度
の
導
入
に
合
わ
せ
て
、
派
遣
料
金
体
系
が
変
更
さ
れ
、
料
金
体

系
が
基
本
部
分
、
ラ
ン
ク
連
動
部
分
及
び
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
連
動
部
分
に

細
分
化
さ
れ
、
ラ
ン
ク
制
度
及
び
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
評
価
制
度
が
派
遣
料

金
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
Ｙ
は
、
ラ
ン
ク
制
度
導
入
に
伴
い
、

派
遣
労
働
者
に
対
し
、﹁
昇
格
に
伴
う
賃
金
等
の
処
遇
内
容
は
、
ラ
ン
ク

に
応
じ
て
マ
ツ
ダ
が
派
遣
会
社
に
支
払
う
派
遣
料
金
に
基
づ
き
、
派
遣
会

社
が
自
社
規
定
に
よ
り
決
定
し
ま
す
﹂
と
の
説
明
が
な
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
他
方
、
Ｙ
の
労
務
管
理
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で
は
、﹁
派
遣
社
員
の

ラ
ン
ク
昇
格
に
伴
い
、
そ
の
ラ
ン
ク
に
応
じ
た
﹃
派
遣
料
金
﹄
を
Ｙ
か
ら

派
遣
会
社
に
支
払
い
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
派
遣
社
員
の
方
の
給
与
も
ラ
ン

ク
に
応
じ
て
設
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
﹂
と
説
明
さ
れ
て
い
た
。

ラ
ン
ク
制
度
に
よ
る
派
遣
労
働
者
の
ラ
ン
ク
は
、
サ
ポ
ー
ト
期
間
や
、

再
び
派
遣
労
働
者
と
し
て
就
労
す
る
期
間
に
も
引
き
継
が
れ
た
。
サ
ポ
ー

ト
期
間
に
お
い
て
は
ラ
ン
ク
の
昇
格
は
な
か
っ
た
が
、
再
び
派
遣
労
働
者

と
し
て
就
労
す
る
場
合
に
は
、
サ
ポ
ー
ト
期
間
は
ラ
ン
ク
評
価
に
お
け
る

派
遣
在
職
期
間
と
み
な
さ
れ
た
。

4　

Ｘ
ら
の
雇
止
め

二
〇
〇
八
年
九
月
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
、
Ｙ
は
自
動
車
生
産
台
数

を
減
産
し
、
派
遣
労
働
者
を
減
ら
す
こ
と
に
し
た
。
そ
の
た
め
、
Ｘ
ら
の

う
ち
九
名
は
、
派
遣
元
事
業
者
と
の
間
の
労
働
者
派
遣
契
約
が
更
新
さ
れ

ず
、
二
〇
〇
八
年
一
二
月
か
ら
二
〇
〇
九
年
三
月
ま
で
の
間
に
順
次
派
遣

元
事
業
者
と
の
間
の
派
遣
労
働
契
約
も
更
新
さ
れ
ず
Ｙ
で
の
就
労
が
で
き

な
く
な
っ
た
。
ま
た
サ
ポ
ー
ト
社
員
と
し
て
稼
働
し
て
い
た
六
名
に
つ
い

て
は
、
サ
ポ
ー
ト
期
間
満
了
後
契
約
は
更
新
さ
れ
ず
、
派
遣
元
事
業
者
と

の
間
で
も
派
遣
労
働
契
約
を
締
結
で
き
な
い
ま
ま
Ｙ
で
の
就
労
が
で
き
な

く
な
っ
た
。

5　

山
口
労
働
局
長
に
よ
る
是
正
指
導

二
〇
〇
九
年
六
月
二
日
、
山
口
労
働
局
長
は
Ｙ
に
対
し
、
本
件
派
遣
に

関
し
、
①
サ
ポ
ー
ト
期
間
に
つ
き
、
旧
派
遣
元
事
業
者
が
入
社
、
福
利
厚

生
、
退
社
の
業
務
を
行
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
旧
派
遣
元
事
業
者
と
旧
派
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遣
労
働
者
と
の
間
に
支
配
従
属
関
係
が
認
め
ら
れ
、
労
働
者
供
給
事
業
に

該
当
し
、
職
安
法
四
四
条
に
違
反
す
る
、
②
サ
ポ
ー
ト
期
間
が
労
働
者
供

給
事
業
に
該
当
す
る
こ
と
か
ら
、
ク
ー
リ
ン
グ
期
間
が
適
正
に
三
か
月
を

超
え
て
い
る
と
は
い
え
な
い
の
で
、
同
一
の
業
務
に
つ
い
て
労
働
者
派
遣

事
業
が
継
続
し
て
い
た
と
い
え
る
の
で
、
本
件
派
遣
は
労
働
者
派
遣
法

四
〇
条
の
二
に
違
反
す
る
、
③
Ｓ
ラ
ン
ク
に
か
か
る
労
働
者
派
遣
契
約
に

つ
い
て
は
、
Ｙ
が
Ｓ
ラ
ン
ク
を
認
定
し
派
遣
元
事
業
者
に
そ
の
連
絡
を

行
っ
た
上
で
、
Ｓ
ラ
ン
ク
と
な
っ
た
者
の
数
だ
け
新
た
な
Ｓ
ラ
ン
ク
派
遣

労
働
者
を
発
注
し
、
受
け
入
れ
て
い
る
こ
と
が
、
派
遣
労
働
者
の
特
定
行

為
で
あ
り
、
労
働
者
派
遣
法
二
六
条
七
項
に
違
反
す
る
と
指
摘
し
、
是
正

指
導
を
行
っ
た
。

二　

判
旨

請
求
一
部
認
容
。

1　

Ｘ
ら
と
派
遣
元
事
業
者
と
の
間
の
派
遣
労
働
契
約
を
無
効
と
解
す

べ
き
か

⑴
本
件
派
遣
が
労
働
者
派
遣
法
四
〇
条
の
二
に
違
反
す
る
脱
法
的
な
違

法
派
遣
で
あ
る
か
否
か

判
決
は
、
三
か
月
の
ク
ー
リ
ン
グ
期
間
に
つ
き
ど
う
考
え
る
べ
き
か
を

判
示
す
る
。

派
遣
可
能
期
間
制
限
︵
労
働
者
派
遣
法
四
〇
条
の
二
︶
に
関
し
厚
労
省

が
定
め
た
﹁
派
遣
先
が
講
ず
べ
き
措
置
に
関
す
る
指
針
﹂︵
平
成
一
一
年

厚
労
省
告
示
第
一
三
八
号
、
改
正
・
平
成
二
一
年
厚
労
省
告
示
第
二
四
五

号
︶
は
、﹁
労
働
者
派
遣
の
役
務
の
提
供
を
受
け
て
い
た
派
遣
先
が
新
た

に
労
働
者
派
遣
の
役
務
の
提
供
を
受
け
る
場
合
に
は
、
当
該
新
た
な
労
働

者
派
遣
の
開
始
と
当
該
新
た
な
労
働
者
派
遣
の
役
務
の
受
入
れ
の
直
前
に

受
け
入
れ
て
い
た
労
働
者
派
遣
の
終
了
と
の
間
の
期
間
が
三
月
を
超
え
な

い
場
合
に
は
、
当
該
派
遣
先
は
、
当
該
新
た
な
労
働
者
派
遣
の
役
務
の
受

入
れ
の
直
前
に
受
け
入
れ
て
い
た
労
働
者
派
遣
か
ら
継
続
し
て
労
働
者
派

遣
の
役
務
の
提
供
を
受
け
て
い
る
も
の
と
み
な
す
﹂
と
規
定
す
る
。

し
か
し
、
同
指
針
は
ク
ー
リ
ン
グ
期
間
が
三
か
月
に
満
た
な
い
場
合
に

労
働
者
派
遣
の
役
務
の
提
供
を
継
続
し
て
受
け
て
い
る
と
み
な
す
こ
と
を

定
め
て
い
る
に
と
ど
ま
り
、
ク
ー
リ
ン
グ
期
間
が
三
か
月
を
超
え
て
い
る

場
合
に
労
働
者
派
遣
の
役
務
の
提
供
が
継
続
し
て
い
な
い
と
み
な
す
こ
と

を
定
め
た
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
平
成
二
〇
年
九
月
二
六
日
厚
労
省
職
安

局
長
通
達
﹁
い
わ
ゆ
る
﹃
二
〇
〇
九
年
問
題
﹄
へ
の
対
応
に
つ
い
て
﹂
も

﹁
単
に
三
か
月
を
超
え
る
期
間
が
経
過
す
れ
ば
、
新
た
に
当
該
業
務
に
労

働
者
派
遣
の
役
務
の
提
供
を
受
け
る
こ
と
と
す
る
こ
と
は
、
労
働
者
派
遣

法
の
趣
旨
に
反
す
る
﹂
と
さ
れ
る
こ
と
、
そ
も
そ
も
労
働
者
派
遣
法
に
お
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け
る
派
遣
可
能
期
間
の
定
め
は
、
常
用
雇
用
と
の
調
和
の
観
点
か
ら
労
働

者
派
遣
が
常
用
雇
用
の
代
替
と
な
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ

た
も
の
で
あ
る
こ
と
、そ
の
他
国
会
審
議
過
程
の
議
論
内
容
に
照
ら
せ
ば
、

単
に
三
か
月
を
超
え
る
期
間
が
経
過
し
た
こ
と
の
み
を
理
由
に
労
働
者
派

遣
の
役
務
の
提
供
を
継
続
し
て
受
け
て
い
な
い
と
解
す
る
こ
と
は
相
当
で

な
く
、
派
遣
先
が
継
続
し
て
労
働
者
派
遣
の
役
務
の
提
供
を
受
け
て
い
た

か
ど
う
か
は
、
ク
ー
リ
ン
グ
期
間
の
長
短
だ
け
で
な
く
、
恒
常
的
労
働
の

代
替
防
止
と
い
う
制
度
趣
旨
を
踏
ま
え
て
実
質
的
に
判
断
す
べ
き
で
あ

る
。本

件
で
は
、
形
式
的
に
は
三
か
月
間
の
期
間
を
ク
リ
ア
し
て
い
る
と
い

え
る
が
、
①
Ｙ
が
派
遣
可
能
期
間
経
過
前
か
ら
サ
ポ
ー
ト
社
員
制
度
導
入

を
決
め
て
い
た
こ
と
、
②
Ｙ
工
場
の
担
当
者
が
労
働
局
の
調
査
に
お
い
て

﹁
サ
ポ
ー
ト
期
間
は
、
ク
ー
リ
ン
グ
期
間
に
対
応
し
た
直
接
雇
用
制
度
で

す
﹂
と
陳
述
し
て
い
た
こ
と
、
③
増
産
傾
向
に
あ
っ
た
平
成
一
五
、一
六

年
当
時
に
お
い
て
、
更
新
が
予
定
さ
れ
な
い
サ
ポ
ー
ト
社
員
に
つ
き
、
サ

ポ
ー
ト
期
間
経
過
後
に
同
一
職
場
に
お
い
て
新
た
に
派
遣
労
働
者
を
受
け

入
れ
な
け
れ
ば
生
産
ラ
イ
ン
が
停
止
し
て
し
ま
う
こ
と
、
④
労
務
管
理
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
に
サ
ポ
ー
ト
社
員
が
そ
の
ま
ま
派
遣
労
働
者
と
し
て
就
労
継

続
す
る
か
の
よ
う
な
図
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
、
⑤
多
く
の
派
遣
労
働
者

に
対
し
サ
ポ
ー
ト
期
間
満
了
後
に
再
び
派
遣
労
働
者
と
し
て
就
労
継
続
で

き
る
旨
が
派
遣
元
担
当
者
か
ら
説
明
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
⑥
実
際
に
多
く

の
派
遣
労
働
者
が
突
発
的
な
需
要
の
発
生
な
ど
の
事
情
が
な
く
て
も
派
遣

労
働
者
・
サ
ポ
ー
ト
社
員
・
派
遣
労
働
者
の
循
環
を
繰
り
返
し
て
い
た
こ

と
、
⑦
ラ
ン
ク
制
度
に
お
け
る
昇
格
基
準
で
あ
る
在
職
期
間
に
サ
ポ
ー
ト

期
間
が
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
る
こ
と
、
⑧
派
遣
元
担
当
者
か
ら
、
有
給
休
暇
は

サ
ポ
ー
ト
期
間
を
跨
い
で
残
さ
れ
る
説
明
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
⑨
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
評
価
に
お
い
て
派
遣
労
働
者
の
定
着
率
が
評
価
尺
度
の
一

つ
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
Ｙ
が
導
入
し
た
サ
ポ
ー
ト
社
員
制
度
が
単

に
ク
ー
リ
ン
グ
期
間
を
満
た
す
た
め
だ
け
の
方
便
と
し
て
導
入
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
そ
れ
自
体
と
し
て
は
法
に
抵
触
し
な

い
よ
う
に
創
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
も
、
そ
の
制
度
運
用
の
い
か

ん
に
よ
っ
て
は
、
Ｙ
の
新
た
な
労
働
者
派
遣
の
役
務
の
提
供
の
受
入
れ
が

直
前
の
労
働
者
派
遣
の
役
務
の
提
供
の
受
入
れ
と
別
個
独
立
の
も
の
と
は

解
さ
れ
ず
、
サ
ポ
ー
ト
社
員
制
度
導
入
後
に
一
度
で
も
同
制
度
を
利
用
す

る
こ
と
に
な
っ
た
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
労
働
者
派
遣
は
、
労
働
者
派
遣

法
四
〇
条
の
二
に
違
反
す
る
。

⑵
Ｘ
ら
と
派
遣
元
事
業
者
と
の
間
の
派
遣
労
働
契
約
を
無
効
と
解
す
べ

き
か
否
か

判
決
は
ま
ず
、Ｘ
ら
の
就
労
形
態
は
定
義
上
﹁
労
働
者
派
遣
﹂
で
あ
り
、
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﹁
労
働
者
供
給
﹂
で
あ
る
と
は
解
せ
な
い
と
判
示
す
る
。
そ
の
上
で
、
松

下
Ｐ
Ｄ
Ｐ
事
件
最
高
裁
判
決
︵
最
二
小
判
平
成
二
一
・
一
二
・
一
八
民
集

六
三
巻
一
〇
号
二
七
五
四
頁
︶
の
﹁
労
働
者
派
遣
法
の
趣
旨
及
び
そ
の
取

締
法
規
と
し
て
の
性
質
、
さ
ら
に
は
派
遣
労
働
者
を
保
護
す
る
必
要
性
等

に
か
ん
が
み
れ
ば
、
仮
に
労
働
者
派
遣
法
に
違
反
す
る
労
働
者
派
遣
が
行

わ
れ
た
場
合
に
お
い
て
も
、
特
段
の
事
情
の
な
い
限
り
、
そ
の
こ
と
だ
け

に
よ
っ
て
は
派
遣
労
働
者
と
派
遣
元
と
の
間
の
雇
用
契
約
が
無
効
に
な
る

こ
と
は
な
い
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。﹂と
の
判
示
に
お
け
る﹁
特
段
の
事
情
﹂

を
検
討
す
る
。

そ
し
て
、
サ
ポ
ー
ト
社
員
制
度
に
つ
い
て
認
定
し
た
事
実
に
つ
き
、﹁
サ

ポ
ー
ト
制
度
を
利
用
し
た
労
働
者
派
遣
法
四
〇
条
の
二
の
潜
脱
は
、
組
織

的
か
つ
大
々
的
に
、
か
つ
被
告
及
び
派
遣
元
が
協
同
し
て
行
っ
て
い
た
﹂

と
評
価
す
る
。

ま
た
、
ラ
ン
ク
制
度
に
つ
い
て
、﹁
よ
り
高
い
能
力
を
有
す
る
派
遣
労

働
者
の
定
着
を
目
指
し
て
お
り
、
派
遣
元
も
こ
れ
に
協
力
し
て
い
た
﹂
こ

と
を
認
定
す
る
。
そ
し
て
、
Ｙ
が
派
遣
労
働
者
の
ラ
ン
ク
決
定
を
行
い
、

ラ
ン
ク
の
付
与
を
行
っ
て
い
た
こ
と
、
ラ
ン
ク
決
定
が
派
遣
料
金
決
定
や

派
遣
労
働
者
の
昇
給
に
も
反
映
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、﹁
派
遣
労
働
者

を
自
社
の
社
員
同
様
に
育
成
指
導
す
る
こ
と
が
Ｙ
の
利
益
に
つ
な
が
る
と

の
基
本
思
考
の
も
と
、
あ
た
か
も
雇
用
関
係
を
結
ん
だ
の
と
等
し
い
命
令

す
る
者
と
さ
れ
る
者
と
い
う
上
下
関
係
を
作
出
し
た
も
の
と
評
価
し
得

る
﹂
と
す
る
。
さ
ら
に
、
Ｓ
ラ
ン
ク
の
派
遣
労
働
者
の
派
遣
依
頼
は
﹁
数

に
限
り
の
あ
る
選
り
す
ぐ
り
の
労
働
者
を
囲
い
込
む
も
の
で
あ
﹂
り
、﹁
実

質
的
に
Ｙ
が
受
け
入
れ
る
派
遣
労
働
者
の
特
定
行
為
と
認
め
ら
れ
る
﹂
と

し
、
Ｓ
ラ
ン
ク
で
な
い
派
遣
労
働
者
に
つ
い
て
も
﹁
特
定
行
為
が
行
わ
れ

る
と
い
う
運
営
実
態
が
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
﹂
と
す
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
サ
ポ
ー
ト
社
員
制
度
及
び
ラ
ン
ク
制
度
、
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
評
価
制
度
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
り
、
Ｙ
は
﹁
一
方
で
派
遣

労
働
者
を
利
用
し
て
人
事
管
理
を
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
す
る
こ
と
に
よ
り

労
働
需
要
の
増
減
に
素
早
く
対
応
し
得
る
態
勢
を
構
築
し
つ
つ
…
他
方
で

派
遣
労
働
者
を
利
用
す
る
の
で
あ
れ
ば
本
来
甘
受
せ
ざ
る
を
得
な
い
は
ず

の
生
産
性
の
低
下
を
受
け
入
れ
な
い
で
、
熟
練
工
の
長
期
的
な
確
保
を
目

指
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
﹂
と
認
定
し
、﹁
サ
ポ
ー
ト
社
員
制

度
の
運
用
実
態
に
お
い
て
労
働
者
派
遣
法
の
規
定
に
違
反
し
た
と
い
う
に

と
ど
ま
ら
ず
、
ラ
ン
ク
制
度
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
評
価
制
度
の
導
入
と
併

せ
、
常
用
雇
用
の
代
替
防
止
と
い
う
労
働
者
派
遣
法
の
根
幹
を
否
定
す
る

施
策
を
実
施
し
て
い
た
…
こ
れ
ら
制
度
全
体
と
し
て
も
労
働
者
派
遣
法
に

違
反
す
る
も
の
と
さ
え
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
…
形
式
的
に
は
労
働
者

派
遣
の
体
裁
を
整
え
て
い
る
が
、
実
質
は
も
は
や
労
働
者
派
遣
と
評
価
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
﹂
と
評
価
す
る
。
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そ
し
て
、
平
成
二
四
年
法
改
正
経
緯
か
ら
も
、
労
働
者
派
遣
法
が
﹁
派

遣
労
働
者
の
保
護
に
も
配
慮
す
る
労
働
法
と
し
て
の
側
面
を
併
有
し
て
い

た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
﹂
と
し
、﹁
同
じ
く
労
働
者
派
遣
法
違
反
で
あ
っ

て
も
、
偽
装
請
負
の
よ
う
に
そ
れ
自
体
か
ら
は
直
接
雇
用
の
契
機
が
出
現

し
な
い
場
合
と
は
異
な
り
、
い
っ
た
ん
は
直
接
雇
用
と
い
う
サ
ポ
ー
ト
社

員
を
経
験
し
た
派
遣
労
働
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
前
後
の
業
務
内
容
、
使

用
従
属
関
係
の
有
無
を
併
せ
考
慮
す
る
こ
と
に
よ
り
、
派
遣
労
働
期
間
中

に
つ
い
て
も
直
接
雇
用
を
認
め
得
る
契
機
は
高
﹂
く
、
協
同
し
て
違
法
行

為
を
行
っ
て
い
た
Ｙ
及
び
派
遣
元
の
取
引
関
係
に
及
ぼ
す
影
響
は
考
慮
す

べ
き
で
は
な
い
と
し
、
サ
ポ
ー
ト
社
員
を
経
験
し
て
い
な
い
二
名
を
除
き

﹁
特
段
の
事
情
﹂
を
認
め
、
派
遣
労
働
契
約
は
無
効
で
あ
り
、
労
働
者
派

遣
契
約
に
つ
い
て
も
、﹁
違
法
な
労
働
者
供
給
契
約
に
該
当
し
、
公
序
良

俗
に
反
す
る
無
効
な
契
約
で
あ
る
﹂
と
判
示
す
る
。

2　

Ｙ
と
Ｘ
ら
の
間
に
黙
示
の
労
働
契
約
が
認
め
ら
れ
る
か

⑴
黙
示
の
労
働
契
約
の
成
否

判
決
は
、
黙
示
の
労
働
契
約
の
成
否
に
つ
き
、﹁
黙
示
の
労
働
契
約
が

成
立
し
た
か
ど
う
か
、
及
び
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
両
者
間
に
事
実
上

の
使
用
従
属
関
係
、
労
務
提
供
関
係
、
賃
金
支
払
関
係
が
あ
る
か
ど
う
か
、

ま
た
、
こ
れ
ら
の
関
係
か
ら
両
者
間
に
客
観
的
に
推
認
さ
れ
る
黙
示
の
意

思
の
合
致
が
あ
る
か
ど
う
か
に
よ
っ
て
判
断
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
﹂
と

の
判
断
基
準
を
示
す
。

そ
し
て
、﹁
外
形
上
は
派
遣
労
働
者
と
し
て
…
派
遣
さ
れ
て
い
た
も
の

で
あ
る
と
こ
ろ
…
Ｘ
ら
派
遣
労
働
者
が
Ｙ
の
指
揮
命
令
下
に
あ
っ
た
こ
と

は
当
然
で
あ
る
﹂﹁
作
業
上
の
指
揮
命
令
や
出
退
勤
の
管
理
を
行
う
の
み

な
ら
ず
、
派
遣
元
か
ら
の
派
遣
を
受
け
な
い
形
で
雇
い
入
れ
を
拒
否
す
る

こ
と
の
権
限
を
事
実
上
保
持
す
る
こ
と
に
よ
り
、
生
産
効
率
の
高
い
有
能

な
労
働
者
の
派
遣
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
配
置
換
え
を
す
る
権

限
も
有
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
労
働
者
の
雇
用
に
関
与
し
て
い
る
事
情
と

い
え
…
使
用
従
属
関
係
及
び
労
務
提
供
関
係
が
認
め
ら
れ
る
﹂
と
認
定
し

た
上
で
、﹁
ラ
ン
ク
制
度
の
導
入
に
伴
い
、
本
件
各
派
遣
元
か
ら
ラ
ン
ク

に
応
じ
た
給
与
が
支
払
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
は
Ｙ
・
派
遣
元
・
派
遣

労
働
者
の
三
者
の
共
通
認
識
と
な
っ
て
い
た
…
Ｙ
が
派
遣
労
働
者
の
ラ
ン

ク
の
付
与
に
主
体
と
し
て
か
か
わ
っ
て
い
た
こ
と
も
優
に
認
め
ら
れ
…
Ｙ

が
派
遣
労
働
者
の
給
与
等
の
名
目
で
派
遣
元
か
ら
受
領
す
る
金
員
の
額
を

実
質
的
に
決
定
す
る
立
場
に
あ
っ
た
﹂
と
認
定
し
、
サ
ポ
ー
ト
社
員
を
経

験
し
て
い
な
い
二
名
を
除
き
、
黙
示
の
労
働
契
約
の
成
立
を
認
め
る
。

⑵
労
働
契
約
の
内
容

労
働
契
約
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
契
約
期
間
に
つ
き
、
派
遣
労
働
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者
・
サ
ポ
ー
ト
社
員
・
派
遣
労
働
者
と
い
う
循
環
を
繰
り
返
す
中
で
Ｘ
ら

派
遣
労
働
者
か
ら
労
務
の
提
供
を
受
け
て
き
た
事
実
関
係
と
、
サ
ポ
ー
ト

社
員
制
度
、
ラ
ン
ク
制
度
及
び
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
評
価
制
度
を
導
入
し
て

派
遣
労
働
者
の
定
着
を
目
指
し
た
点
に
長
期
雇
用
の
意
図
が
あ
っ
た
と
し

て
、
期
間
の
定
め
の
な
い
も
の
と
認
定
す
る
。

ま
た
、
ラ
ン
ク
制
度
の
運
用
上
、
降
格
が
予
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ

と
、
サ
ポ
ー
ト
社
員
の
こ
ろ
の
賃
金
が
派
遣
労
働
者
と
し
て
働
く
時
期
と

同
等
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
賃
金
額
は
原
告
ら
に
支
払
わ
れ
て
い
た

賃
金
の
平
均
賃
金
額
と
す
る
こ
と
の
黙
示
の
合
意
も
認
め
ら
れ
る
と
し

た
。3　

サ
ポ
ー
ト
社
員
の
雇
止
め
に
つ
い
て

上
記
の
と
お
り
期
間
の
定
め
の
な
い
労
働
契
約
が
黙
示
に
成
立
し
て
い

る
の
で
、
雇
止
め
は
前
提
を
欠
く
こ
と
に
な
る
。

4　

不
法
行
為
（
期
待
権
侵
害
）
に
つ
い
て

Ｘ
ら
の
う
ち
サ
ポ
ー
ト
社
員
を
経
験
し
て
い
る
一
三
名
に
つ
い
て
は
、

期
間
の
定
め
の
な
い
労
働
契
約
が
成
立
し
て
い
る
か
ら
、
期
待
権
侵
害
は

問
題
に
な
ら
な
い
と
し
た
。
他
方
、
サ
ポ
ー
ト
社
員
を
経
験
し
て
い
な
い

二
名
に
つ
い
て
は
、
雇
用
継
続
に
対
す
る
期
待
を
有
し
て
い
た
と
は
認
め

ら
れ
な
い
と
し
て
不
法
行
為
の
成
立
を
否
定
し
た
。

三　

検
討

判
旨
に
概
ね
賛
成
で
あ
る
。

1　

偽
装
請
負
・
違
法
派
遣
事
案
に
お
け
る
供
給
先
に
対
す
る
地
位
確
認

松
下
Ｐ
Ｄ
Ｐ
事
件
大
阪
高
裁
判
決
︵
大
阪
高
判
平
二
〇
・
四
・
二
五
労
判

九
六
〇
号
五
頁
︶が
出
て
か
ら
後
、折
し
も
同
年
九
月
に
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ

ク
が
起
こ
り
大
量
の
派
遣
切
り
が
社
会
現
象
と
な
っ
た
た
め
、
全
国
で
偽

装
請
負
・
違
法
派
遣
事
案
に
お
け
る
ユ
ー
ザ
ー
事
業
者
に
対
す
る
地
位
確

認
を
求
め
る
訴
訟
が
多
く
提
起
さ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
最
高
裁
判
決

︵
最
二
小
判
平
二
一
・
一
二
・
一
八
民
集
六
三
巻
一
〇
号
二
七
五
四
頁
︶
が

松
下
Ｐ
Ｄ
Ｐ
事
件
大
阪
高
裁
判
決
の
判
断
を
覆
し
た
た
め
、
こ
れ
ら
の
訴

訟
に
お
い
て
は
、
ウ
ッ
プ
ス
ほ
か
事
件
︵
札
幌
地
判
平
二
二
・
六
・
三
労
判

一
〇
一
二
号
四
三
頁
、
札
幌
高
判
平
二
三
・
一
・
二
七
判
例
集
未
掲
載
、
た

だ
し
こ
の
事
案
は
偽
装
出
向
事
案
︶
を
除
き
、
ユ
ー
ザ
ー
事
業
者
に
対
す

る
地
位
確
認
請
求
は
棄
却
さ
れ
る
判
決
し
か
出
て
い
な
い(1)
。

こ
れ
ら
の
事
案
に
お
い
て
は
、
主
に
以
下
の
論
点
が
問
題
と
な
る
。
第

一
に
、
当
該
就
労
関
係
︵
三
者
間
労
務
提
供
関
係
︶
は
﹁
労
働
者
供
給
事

業
﹂
に
該
当
す
る
も
の
と
し
て
、
職
安
法
四
四
条
が
適
用
さ
れ
る
か
、
あ
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る
い
は
職
安
法
四
四
条
及
び
労
働
者
派
遣
法
が
重
畳
的
に
適
用
さ
れ
る
の

か
、
そ
れ
と
も
労
働
者
派
遣
法
の
み
が
適
用
さ
れ
る
の
か
。
第
二
に
、
当

該
違
法
就
労
関
係
を
構
築
す
る
契
約
関
係
は
無
効
と
な
る
の
か
。第
三
に
、

当
該
就
労
関
係
に
お
い
て
労
働
者
と
ユ
ー
ザ
ー
︵
派
遣
先
、
請
負
元
︶
と

の
間
で
明
示
な
い
し
黙
示
の
労
働
契
約
は
成
立
し
て
い
る
の
か
。第
四
に
、

労
働
者
を
違
法
な
就
労
関
係
に
て
就
業
さ
せ
た
こ
と
に
関
し
、
事
業
者
側

は
不
法
行
為
に
よ
る
損
害
賠
償
責
任
を
負
う
か
。
ま
た
、
上
記
四
つ
の
論

点
に
関
連
し
、︵
イ
︶
労
働
者
の
採
用
を
実
質
的
に
ユ
ー
ザ
ー
が
決
定
し

て
い
る
こ
と
に
よ
り
当
初
か
ら
ユ
ー
ザ
ー
と
の
間
に
労
働
契
約
が
存
在
す

る
と
い
え
る
か
、︵
ロ
︶
政
令
指
定
業
務
名
目
が
派
遣
期
間
制
限
の
脱
法

目
的
に
利
用
さ
れ
実
際
は
期
間
を
超
え
て
就
労
し
て
い
た
と
い
え
る
か
、

︵
ハ
︶
期
間
を
超
え
た
就
労
に
よ
り
労
働
者
派
遣
法
四
〇
条
の
四
に
基
づ

く
申
込
み
は
あ
っ
た
と
み
な
し
、労
働
契
約
の
成
立
が
認
め
う
る
か
、︵
ニ
︶

現
実
の
使
用
従
属
関
係
を
根
拠
に
労
働
契
約
の
存
在
を
認
定
し
得
る
か
、

と
い
う
点
が
問
題
と
さ
れ
る
こ
と
が
多
い(2)
。

松
下
Ｐ
Ｄ
Ｐ
最
高
裁
判
決
は
、
上
記
第
一
の
論
点
に
つ
き
、
就
労
関
係

が
労
働
者
派
遣
法
二
条
一
号
の
﹁
労
働
者
派
遣
﹂
の
定
義
に
該
当
す
る
場

合
は
労
働
者
派
遣
法
が
適
用
さ
れ
る
と
判
示
す
る
。
ま
た
第
二
の
論
点
に

つ
き
、
労
働
者
派
遣
法
違
反
の
事
案
に
お
い
て
は
﹁
特
段
の
事
情
﹂
が
な

け
れ
ば
契
約
関
係
は
無
効
に
な
ら
な
い
と
し
つ
つ
、
当
該
事
案
に
﹁
特
段

の
事
情
﹂
を
認
め
な
い
。
第
三
の
論
点
に
つ
い
て
は
、
採
用
へ
の
関
与
、

賃
金
決
定
へ
の
関
与
、
就
労
態
様
決
定
へ
の
関
与
等
の
事
実
関
係
か
ら
、

当
該
事
案
に
お
い
て
ユ
ー
ザ
ー
と
労
働
者
と
の
間
で
黙
示
に
労
働
契
約
が

成
立
し
な
い
と
判
示
し
つ
つ
、
当
該
労
働
者
と
供
給
元
事
業
者
と
の
間
の

契
約
が
無
効
に
な
ら
な
い
場
合
で
も
事
実
関
係
に
よ
っ
て
は
ユ
ー
ザ
ー
と

の
間
の
黙
示
の
労
働
契
約
の
成
立
が
認
め
う
る
こ
と
を
示
唆
す
る
判
断
と

な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
第
四
の
論
点
に
つ
い
て
は
、
偽
装
請
負
に
よ
る
就

労
関
係
の
違
法
状
態
を
指
摘
し
た
こ
と
に
対
す
る
報
復
行
為
に
不
法
行
為

責
任
を
認
め
る
判
断
が
な
さ
れ
て
い
る(3)
。

上
記
最
高
裁
判
決
以
降
の
下
級
審
裁
判
例
に
お
い
て
は
、
上
記
第
一
か

ら
第
四
の
論
点
に
つ
い
て
、
最
高
裁
判
決
の
射
程
や
示
唆
さ
れ
る
点
を
ま

と
も
に
検
討
し
た
と
は
思
え
な
い
、
結
論
あ
り
き
の
判
断
が
多
く
を
占
め

て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
に
つ
い
て
は
、
松
下
Ｐ
Ｄ
Ｐ
最
高
裁
判
決
は

﹁
労
働
者
派
遣
﹂
の
定
義
に
該
当
す
る
場
合
が
射
程
の
は
ず
な
の
に
、
職

安
法
四
四
条
・
労
基
法
六
条
違
反
の
あ
る
事
案
で
も
安
易
に
同
判
決
と
同

様
の
判
断
を
行
っ
て
お
り(4)
、
第
二
に
つ
い
て
、﹁
特
段
の
事
情
﹂
を
詳
細

に
検
討
せ
ず
、違
法
事
案
で
あ
っ
て
も
﹁
行
政
取
締
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
﹂

と
の
考
え
方
の
下
に
私
法
上
の
効
力
を
認
め
よ
う
と
せ
ず
、
第
三
に
つ
い

て
は
、
ユ
ー
ザ
ー
の
採
用
へ
の
関
与
を
過
小
評
価
し
、
第
四
に
つ
き
、
違

法
行
為
の
存
在
が
明
ら
か
で
あ
っ
て
も
、﹁
行
政
取
締
法
規
違
反
で
あ
る
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か
ら
私
法
上
の
効
力
が
な
い
﹂
あ
る
い
は
﹁
損
害
が
な
い
﹂
と
の
理
由
で

不
法
行
為
責
任
を
認
め
よ
う
と
し
な
い
、
と
い
う
傾
向
が
顕
著
で
あ
る(5)
。

そ
う
し
た
中
で
、
マ
ツ
ダ
事
件
判
決
が
出
さ
れ
た
。
こ
の
判
決
は
、
上

記
第
二
の
論
点
に
お
い
て
松
下
Ｐ
Ｄ
Ｐ
最
高
裁
判
決
の
述
べ
る
﹁
特
段
の

事
情
﹂
を
認
め
、
第
一
の
論
点
に
つ
き
職
安
法
違
反
を
認
め
、
第
三
の
論

点
に
つ
い
て
黙
示
の
労
働
契
約
の
成
立
を
認
め
て
い
る
。

2　

職
安
法
四
四
条
と
労
働
者
派
遣
法
の
適
用
関
係

⑴
従
前
の
下
級
審
判
決
の
傾
向
と
本
件
判
決
の
判
断

松
下
Ｐ
Ｄ
Ｐ
事
件
最
高
裁
判
決
以
降
の
下
級
審
裁
判
例
の
ほ
と
ん
ど

は
、
違
法
派
遣
・
偽
装
請
負
事
案
で
あ
っ
て
も
、
就
労
関
係
が
労
働
者
派

遣
法
二
条
一
号
の
﹁
労
働
者
派
遣
﹂
の
定
義
に
該
当
す
る
場
合
は
労
働
者

派
遣
法
の
適
用
し
か
問
題
に
な
ら
ず
、
か
つ
労
働
者
派
遣
法
は
原
則
と
し

て
私
法
的
効
力
を
持
た
な
い
と
す
る
﹁
労
働
者
派
遣
法
単
独
適
用
説
﹂
に

立
つ
も
の
と
考
え
ら
れ(6)
、
労
働
者
派
遣
法
違
反
が
あ
っ
て
も
、
た
だ
ち
に

ユ
ー
ザ
ー
と
の
間
の
労
働
契
約
の
成
否
や
不
法
行
為
責
任
の
判
断
に
影
響

し
な
い
と
の
立
場
を
と
る
。
そ
の
た
め
、
労
働
者
派
遣
法
違
反
の
事
実
に

つ
い
て
は
お
お
ら
か
に
認
め
る
一
方
で
、﹁
単
な
る
行
政
取
締
法
規
違
反

で
あ
る
﹂
と
の
理
由
で
、
法
違
反
に
よ
る
私
法
的
効
力
を
安
易
に
否
定
す

る
も
の
が
大
半
で
あ
る
。

本
件
に
お
い
て
も
、
Ｘ
ら
の
就
労
形
態
、
契
約
関
係
は
サ
ポ
ー
ト
期
間

を
除
き
﹁
労
働
者
派
遣
﹂
の
定
義
に
該
当
す
る
の
で
、
Ｘ
ら
と
派
遣
元
事

業
者
と
の
間
の
派
遣
労
働
契
約
を
無
効
と
解
す
べ
き
か
の
争
点
の
冒
頭

で
、﹁
労
働
者
供
給
﹂
に
は
該
当
せ
ず
労
働
者
派
遣
法
違
反
が
問
題
に
な

る
と
判
示
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
の
判
断
で
派
遣
労
働
契
約
が
無
効

と
な
る
﹁
特
段
の
事
情
﹂
を
認
め
、
そ
の
結
果
、
本
件
派
遣
は
﹁
違
法
な

労
働
者
供
給
事
業
﹂
で
あ
る
と
認
定
す
る
。

⑵
職
安
法
四
四
条
と
労
働
者
派
遣
法
の
適
用
関
係
に
つ
い
て
の
学
説

﹁
労
働
者
派
遣
﹂
の
定
義
に
該
当
し
う
る
偽
装
請
負
・
違
法
派
遣
状
態

へ
の
、
職
安
法
四
四
条
及
び
労
働
者
派
遣
法
の
適
用
関
係
に
関
す
る
学
説

は
、
以
下
の
よ
う
に
整
理
さ
れ
る(7)
。

Ａ
説
は
、﹁
派
遣
法
単
独
適
用
説
﹂
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
職
安

法
四
条
六
項
は
、労
働
者
派
遣
法
二
条
一
項
に
規
定
す
る
﹁
労
働
者
派
遣
﹂

を
﹁
労
働
者
供
給
﹂
か
ら
除
外
し
て
お
り
、し
た
が
っ
て
﹁
労
働
者
派
遣
﹂

の
形
態
を
採
っ
て
い
る
も
の
は
す
べ
て
職
安
法
の
規
制
の
外
に
あ
る
と
す

る
立
場
で
あ
る(8)
。

Ｂ
説
は
、﹁
折
衷
説
﹂
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。﹁
労
働
者
派
遣
﹂
の

定
義
に
該
当
す
る
形
態
が
採
ら
れ
て
い
る
就
労
関
係
に
は
労
働
者
派
遣
法

が
適
用
さ
れ
る
が
、
一
見
そ
の
よ
う
に
見
え
る
就
労
形
態
に
お
い
て
も
、
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労
働
者
を
供
給
し
て
い
る
事
業
者
と
労
働
者
の
間
に
﹁
雇
用
の
実
態
﹂
が

認
め
ら
れ
な
い
場
合
、
そ
れ
は
﹁
労
働
者
派
遣
﹂
で
は
な
く
﹁
労
働
者
供

給
事
業
﹂
と
な
り
、
職
安
法
四
四
条
が
適
用
さ
れ
る
と
す
る(9)
。
ま
た
、
行

政
解
釈
は
、﹁
労
働
者
派
遣
が
法
の
定
め
る
枠
組
に
従
っ
て
行
わ
れ
る
場

合
は
、
原
則
と
し
て
、
派
遣
先
に
労
働
者
を
雇
用
さ
せ
る
こ
と
を
約
し
て

行
わ
れ
る
も
の
と
は
判
断
し
な
い
こ
と
﹂
と
述
べ
る
一
方
で
、
こ
の
原
則

に
対
す
る
例
外
と
な
る
場
合
と
し
て
、
①
派
遣
元
が
企
業
と
し
て
の
人
的

物
的
な
実
体
︵
独
立
性
︶
を
有
し
な
い
個
人
又
は
グ
ル
ー
プ
で
あ
り
派
遣

元
自
体
も
当
該
派
遣
元
の
労
働
者
と
と
も
に
派
遣
先
の
組
織
に
組
み
込
ま

れ
て
そ
の
一
部
と
化
し
て
い
る
場
合
、
②
派
遣
元
は
企
業
と
し
て
の
人
的

物
的
な
実
体
を
有
す
る
が
当
該
労
働
者
派
遣
の
実
態
は
派
遣
先
の
労
働
者

募
集
・
賃
金
支
払
の
代
行
と
な
っ
て
い
る
場
合
、
③
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず

る
よ
う
な
場
合
を
挙
げ
、
そ
の
よ
う
な
場
合
は
派
遣
先
に
労
働
者
を
雇
用

さ
せ
る
こ
と
を
約
し
て
行
わ
れ
る
も
の
と
判
断
す
る
こ
と
が
あ
る
と
し
て

お
り(10)
、
折
衷
説
に
分
類
さ
れ
る
。

Ｃ
説
は
、﹁
職
安
法
・
派
遣
法
重
畳
適
用
説
﹂
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。

労
働
者
派
遣
法
は
、
職
安
法
が
禁
止
す
る
労
働
者
供
給
事
業
の
中
か
ら
一

定
の
も
の
を
、
そ
の
規
制
に
服
す
る
適
法
な
労
働
者
派
遣
と
し
て
取
り
出

し
て
合
法
化
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
法
律
に
反
す
る
違
法
な
労
働
者

派
遣
は
職
安
法
の
禁
止
の
解
除
が
な
さ
れ
ず
、
職
安
法
四
四
条
の
禁
止
す

る
労
働
者
供
給
に
な
る
と
す
る(11)
。

松
下
Ｐ
Ｄ
Ｐ
事
件
最
高
裁
判
決
に
よ
り
、
職
安
法
・
派
遣
法
重
畳
適
用

説
は
現
在
の
最
高
裁
の
採
る
立
場
で
は
な
い
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

も
っ
と
も
、
最
高
裁
は
、
折
衷
説
ま
で
否
定
し
た
わ
け
で
な
い(12)
。

最
高
裁
の
判
断
枠
組
で
も
、﹁
特
段
の
事
情
﹂
が
認
め
ら
れ
、
供
給
元

事
業
者
と
労
働
者
と
の
間
の
契
約
が
無
効
と
判
断
さ
れ
れ
ば
、
供
給
元
事

業
者
に
と
っ
て
当
該
労
働
者
は
﹁
自
己
の
雇
用
す
る
労
働
者
﹂
と
は
い
え

な
く
な
る
の
で
、
そ
の
就
労
関
係
は
﹁
労
働
者
派
遣
﹂
と
は
い
え
な
く
な

り
、﹁
労
働
者
供
給
﹂
に
あ
た
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
と
い
え
る
。

⑶
本
件
判
決
の
評
価

本
件
判
決
は
、﹁
特
段
の
事
情
﹂を
検
討
す
る
前
の
段
階
に
お
い
て
は﹁
労

働
者
供
給
﹂
で
あ
る
と
は
解
せ
な
い
と
し
な
が
ら
、﹁
特
段
の
事
情
﹂
の

検
討
を
行
い
、
そ
れ
が
認
め
ら
れ
る
と
し
て
派
遣
労
働
契
約
を
無
効
と
解

す
る
結
果
、
本
件
派
遣
は
﹁
違
法
な
労
働
者
供
給
事
業
﹂
に
あ
た
る
も
の

と
判
断
し
て
お
り
、
折
衷
説
に
立
っ
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。

本
件
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
迂
遠
な
判
断
を
し
な
く
と
も
、
判
決

中
に
お
い
て
も
指
摘
さ
れ
る
山
口
労
働
局
長
の
判
定
の
と
お
り
、﹁
サ
ポ
ー

ト
期
間
﹂の
就
労
が
職
安
法
四
四
条
違
反
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、

サ
ポ
ー
ト
社
員
制
度
は
他
の
制
度
と
一
体
と
な
っ
て
労
働
者
派
遣
法
を
潜
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脱
す
る
目
的
で
導
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
認
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
か

ら
、﹁
労
働
者
派
遣
﹂
と
さ
れ
て
い
た
期
間
を
通
じ
て
一
体
と
し
て
﹁
労

働
者
供
給
事
業
﹂
に
あ
た
る
と
判
断
す
る
こ
と
が
可
能
だ
っ
た
と
思
わ
れ

る
。3　

労
働
者
派
遣
法
四
〇
条
の
二
違
反
に
つ
い
て

本
件
に
お
け
る
派
遣
可
能
期
間
規
制
潜
脱
の
脱
法
的
意
図
は
明
白
で
あ

り
、労
働
者
派
遣
法
四
〇
条
の
二
違
反
を
認
定
す
る
の
は
当
然
と
い
え
る
。

な
お
、
ラ
ポ
ー
ル
・
サ
ー
ビ
ス
事
件
︵
名
古
屋
高
判
平
一
九
・

一
一
・
一
六
労
判
九
七
八
号
八
七
頁
︶
も
同
様
に
直
接
雇
用
に
よ
る
ク
ー

リ
ン
グ
期
間
を
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
派
遣
可
能
期
間
規
制
の
潜
脱
が
行

わ
れ
て
い
た
事
案
で
あ
る
が
、
こ
の
事
件
で
は
派
遣
元
に
対
す
る
地
位
確

認
が
行
わ
れ
て
お
り
、
判
決
は
直
接
雇
用
期
間
を
﹁
在
籍
型
出
向
﹂
で
あ

る
と
し
て
、
派
遣
元
に
お
け
る
期
間
の
定
め
の
な
い
労
働
契
約
を
認
め
、

地
位
確
認
請
求
を
認
容
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
同
様
の
手
段
に
よ
っ

て
派
遣
可
能
期
間
を
潜
脱
し
た
事
案
に
お
い
て
、
一
方
で
は
派
遣
先
の
無

期
雇
用
責
任
を
、
他
方
で
は
派
遣
元
の
無
期
雇
用
責
任
を
認
め
る
の
は
矛

盾
に
も
思
え
る
。
し
か
し
、
派
遣
先
が
雇
用
責
任
を
負
う
べ
き
と
い
え
る

事
案
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
よ
う
な
違
法
状
態
の
下
で
就
労
さ
せ
ら

れ
た
労
働
者
が
派
遣
元
の
雇
用
責
任
を
追
及
し
た
場
合
に
は
、
派
遣
元
は

禁
反
言
の
法
理
に
よ
り
、
契
約
上
の
責
任
を
免
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
と

い
う
べ
き
で
あ
る(13)
。
し
た
が
っ
て
、
二
つ
の
異
な
る
判
断
に
矛
盾
は
な
い

と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

4　
「
特
段
の
事
情
」
の
検
討

⑴
松
下
Ｐ
Ｄ
Ｐ
事
件
最
高
裁
判
決
後
の
下
級
審
判
決
に
お
け
る
﹁
特
段

の
事
情
﹂
の
検
討

松
下
Ｐ
Ｄ
Ｐ
事
件
最
高
裁
判
決
が
述
べ
る
﹁
特
段
の
事
情
﹂
の
検
討
に

つ
き
、
以
降
の
下
級
審
判
決
の
検
討
内
容
を
分
類
す
る
と
、
具
体
的
検
討

を
全
く
行
わ
ず
に
契
約
関
係
を
有
効
で
あ
る
と
判
示
す
る
も
の
、
黙
示
の

労
働
契
約
の
成
否
に
つ
い
て
の
検
討
と
同
じ
よ
う
な
内
容
を
繰
り
返
す
も

の
、﹁
特
段
の
事
情
﹂
の
有
無
を
黙
示
の
労
働
契
約
成
否
判
断
の
中
に
取

り
込
む
も
の
、
契
約
関
係
の
無
効
を
検
討
す
る
こ
と
な
く
黙
示
の
労
働
契

約
成
否
の
判
断
に
入
る
も
の
に
分
類
さ
れ
る
が
、
全
体
と
し
て
、﹁
特
段

の
事
情
﹂
を
詳
細
に
検
討
し
な
い
傾
向
が
強
い(14)
。

松
下
Ｐ
Ｄ
Ｐ
事
件
最
高
裁
判
決
は
、
単
に
労
働
者
派
遣
法
違
反
と
い
う

事
実
だ
け
で
は
労
働
者
と
派
遣
元
の
契
約
は
無
効
に
な
ら
な
い
と
述
べ
る

に
す
ぎ
な
い
。
明
白
な
脱
法
的
意
図
や
、
保
護
法
益
の
直
截
的
侵
害
を
目

的
と
す
る
契
約
内
容
で
あ
る
こ
と
、
違
法
状
態
が
長
期
に
わ
た
る
こ
と
な

ど
の
事
実
は
、﹁
特
段
の
事
情
﹂
を
認
め
る
た
め
の
評
価
根
拠
事
実
と
な
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り
う
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
事
実
が
認
定
で
き
れ
ば
、
契
約
関

係
を
無
効
と
す
べ
き
で
あ
る(15)
。

本
件
判
決
は
、
ま
さ
し
く
Ｙ
に
明
白
な
脱
法
的
意
図
が
あ
っ
た
点
か
ら

﹁
特
段
の
事
情
﹂
を
認
め
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。

⑵
本
件
判
決
に
お
け
る
﹁
特
段
の
事
情
﹂
の
検
討

本
件
判
決
は
、﹁
特
段
の
事
情
﹂
が
い
か
な
る
場
合
に
認
め
ら
れ
る
か

に
つ
き
判
断
基
準
を
示
さ
ず
、
事
実
を
一
つ
一
つ
指
摘
し
つ
つ
、
全
体
の

評
価
と
し
て
﹁
常
用
雇
用
の
代
替
防
止
と
い
う
労
働
者
派
遣
法
の
根
幹
を

否
定
す
る
施
策
を
実
施
し
て
い
た
…
こ
れ
ら
制
度
全
体
と
し
て
も
労
働
者

派
遣
法
に
違
反
す
る
も
の
と
さ
え
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
…
形
式
的
に

は
労
働
者
派
遣
の
体
裁
を
整
え
て
い
る
が
、
実
質
は
も
は
や
労
働
者
派
遣

と
評
価
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
﹂
と
し
て
、﹁
特
段
の
事
情
﹂
の
存
在
を

認
め
る
。

ポ
イ
ン
ト
は
、
サ
ポ
ー
ト
社
員
制
度
等
の
本
件
就
労
関
係
に
お
い
て
構

築
さ
れ
た
制
度
が
、
制
度
全
体
と
し
て
脱
法
目
的
の
下
に
構
築
さ
れ
た
点

に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
敗
訴
し
た
サ
ポ
ー
ト
社
員
を

経
験
し
て
い
な
い
二
名
に
つ
い
て
も
、
そ
の
﹁
労
働
者
派
遣
﹂
と
し
て
の

就
労
も
脱
法
目
的
の
制
度
の
一
部
を
構
築
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、﹁
特

段
の
事
情
﹂
が
あ
る
と
い
う
こ
と
も
可
能
と
思
わ
れ
る
。

各
原
告
の
個
別
の
契
約
関
係
の
み
に
分
解
し
て
み
れ
ば
、
サ
ポ
ー
ト
社

員
を
経
験
し
て
い
な
い
原
告
は
、
サ
ポ
ー
ト
社
員
を
経
験
す
る
前
に
労
働

者
派
遣
が
終
了
し
た
な
ら
ば
、
そ
れ
自
体
は
労
働
者
派
遣
法
四
〇
条
の
二

に
違
反
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。加
え
て
、本
件
判
決
は
、﹁
い
っ

た
ん
は
直
接
雇
用
と
い
う
サ
ポ
ー
ト
社
員
を
経
験
し
た
派
遣
労
働
者
に
つ

い
て
は
、
そ
の
前
後
の
業
務
内
容
、
使
用
従
属
関
係
の
有
無
を
併
せ
考
慮

す
る
こ
と
に
よ
り
、
派
遣
労
働
期
間
中
に
つ
い
て
も
直
接
雇
用
を
認
め
得

る
契
機
は
高
い
﹂
と
も
述
べ
て
お
り
、
本
件
判
決
が
二
名
に
つ
き
﹁
特
段

の
事
情
﹂
を
認
め
な
か
っ
た
理
論
上
の
根
拠
は
こ
れ
ら
の
点
に
あ
る
と
思

わ
れ
る
。
ま
た
、
松
下
Ｐ
Ｄ
Ｐ
事
件
最
高
裁
判
決
は
、
無
効
と
す
る
の
に

﹁
特
段
の
事
情
﹂
が
必
要
で
あ
る
と
判
示
す
る
理
由
に
、﹁
派
遣
労
働
者
を

保
護
す
る
必
要
性
﹂
を
挙
げ
て
い
る
。
二
名
に
つ
い
て
は
派
遣
先
と
の
黙

示
の
労
働
契
約
成
立
を
認
め
ら
れ
な
い
と
の
判
断
が
先
に
あ
る
た
め
、
本

件
判
決
は
﹁
派
遣
労
働
者
を
保
護
す
る
必
要
性
﹂
の
観
点
か
ら
派
遣
元
と

の
契
約
を
無
効
と
し
な
か
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る(16)
。

こ
の
点
、
あ
ら
か
じ
め
サ
ポ
ー
ト
社
員
制
度
等
に
よ
っ
て
長
期
雇
用
が

可
能
で
あ
る
こ
と
の
説
明
を
受
け
て
い
る
な
ど
、
派
遣
可
能
期
間
を
超
え

て
長
期
間
Ｙ
に
勤
務
で
き
る
こ
と
の
期
待
が
あ
っ
た
と
十
分
に
認
め
ら
れ

る
事
実
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
本
件
判
決
も
﹁
制
度
全
体
と
し
て
﹂
の
脱

法
的
意
図
を
認
め
る
以
上
、
サ
ポ
ー
ト
社
員
を
経
験
し
て
い
な
い
者
で
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あ
っ
た
と
し
て
も
、﹁
特
段
の
事
情
﹂
を
認
め
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。

5　

ユ
ー
ザ
ー
と
労
働
者
と
の
間
の
労
働
契
約
成
否

⑴
黙
示
の
労
働
契
約
成
否
の
判
断
基
準

本
件
判
決
は
、
黙
示
の
労
働
契
約
の
成
否
に
つ
き
、﹁
黙
示
の
労
働
契

約
が
成
立
し
た
か
ど
う
か
、
及
び
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
両
者
間
に
事

実
上
の
使
用
従
属
関
係
、
労
務
提
供
関
係
、
賃
金
支
払
関
係
が
あ
る
か
ど

う
か
、
ま
た
、
こ
れ
ら
の
関
係
か
ら
両
者
間
に
客
観
的
に
推
認
さ
れ
る
黙

示
の
意
思
の
合
致
が
あ
る
か
ど
う
か
に
よ
っ
て
判
断
す
る
の
が
相
当
で
あ

る
﹂
と
の
判
断
基
準
を
示
す
。

松
下
Ｐ
Ｄ
Ｐ
事
件
最
高
裁
判
決
以
降
の
下
級
審
判
決
に
お
い
て
、
黙
示

の
労
働
契
約
成
否
の
判
断
基
準
を
示
す
も
の
は
複
数
あ
る
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
︵
多
重
請
負
︶
事
件
第
一
審
判
決
︵
京
都
地
判
平

二
二
・
三
・
二
三
労
経
速
二
〇
七
二
号
二
一
頁
︶
で
は
、﹁
両
者
の
間
に
事

実
上
の
使
用
従
属
関
係
が
あ
る
だ
け
で
な
く
、
請
負
業
者
の
配
下
に
あ
る

労
働
者
が
注
文
者
を
使
用
者
と
認
め
、
こ
れ
に
対
し
て
労
務
を
提
供
す
る

意
思
を
有
し
注
文
者
も
請
負
業
者
の
配
下
に
あ
る
労
働
者
を
自
ら
が
雇
用

す
る
労
働
者
で
あ
る
と
認
め
、
こ
れ
に
対
し
て
賃
金
を
支
払
う
意
思
を
有

す
る
と
認
め
る
に
足
り
る
事
実
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
﹂
と
の
独
自
の
判

断
基
準
を
立
て
て
い
る
。
こ
の
判
断
基
準
は
、
実
質
的
に
黙
示
の
労
働
契

約
を
認
め
な
い
も
の
と
い
え
る
。

ま
た
、
東
レ
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
事
件
控
訴
審
判
決
︵
大
阪
高
判
平

二
三
・
二
・
八
判
例
集
未
掲
載
、
な
お
第
一
審
は
大
津
地
判
平

二
二
・
二
・
二
五
労
判
一
〇
〇
八
号
七
三
頁
︶
で
は
、﹁
派
遣
元
が
形
式
的

な
存
在
に
す
ぎ
ず
、
派
遣
労
働
者
の
雇
用
管
理
を
行
っ
て
い
な
い
反
面
、

派
遣
先
が
実
質
的
に
派
遣
労
働
者
の
採
用
、
賃
金
額
そ
の
他
の
就
業
条
件

を
決
定
し
、
配
置
、
懲
戒
等
を
行
い
、
派
遣
労
働
者
の
業
務
内
容
・
期
間

が
労
働
者
派
遣
法
で
定
め
る
範
囲
を
超
え
、
派
遣
先
の
正
社
員
と
区
別
し

難
い
状
況
と
な
っ
て
お
り
、
派
遣
先
が
、
派
遣
労
働
者
に
対
し
、
労
務
給

付
請
求
権
を
有
し
、
賃
金
を
支
払
っ
て
お
り
、
そ
し
て
当
事
者
間
に
事
実

上
の
使
用
従
属
関
係
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
特
段
の
事
情
が
あ
る
と
き
に

は
、
上
記
派
遣
労
働
契
約
は
名
目
的
な
も
の
に
す
ぎ
ず
、
派
遣
労
働
者
と

派
遣
先
と
の
間
に
黙
示
の
労
働
契
約
が
成
立
し
た
と
認
め
る
余
地
が
あ

る
﹂
と
の
判
断
基
準
が
示
さ
れ
る
。
同
様
の
判
断
基
準
に
立
つ
も
の
と
い

え
る
下
級
審
判
決
は
多
い(17)
。

日
本
精
工
事
件
第
一
審
判
決
︵
東
京
地
判
平
二
四
・
八
・
三
一
労
判

一
〇
五
九
号
五
頁
︶
は
、﹁
労
働
者
と
派
遣
先
会
社
と
の
間
に
黙
示
の
﹃
労

働
契
約
﹄︵
労
働
契
約
法
六
条
︶
が
成
立
す
る
た
め
に
は
、︵
イ
︶
採
用
時

の
状
況
、︵
ロ
︶
指
揮
命
令
お
よ
び
労
務
提
供
の
態
様
、︵
ハ
︶
対
価
と
し

て
の
賃
金
支
払
の
態
様
に
照
ら
し
て
、
両
者
間
に
労
働
契
約
関
係
と
評
価
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す
る
に
足
り
る
実
質
的
な
関
係
が
存
在
し
、
そ
の
実
質
関
係
か
ら
両
者
間

に
客
観
的
に
推
認
さ
れ
る
黙
示
の
意
思
表
示
の
合
致
が
あ
る
こ
と
を
必
要

と
す
る
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。
そ
し
て
、
労
働
者
派
遣
に
お
い
て

は
、
労
働
者
に
対
す
る
具
体
的
指
揮
命
令
は
、
派
遣
先
会
社
が
行
う
こ
と

が
予
定
さ
れ
て
い
る
か
ら
、黙
示
の
労
働
契
約
が
認
め
ら
れ
る
た
め
に
は
、

派
遣
元
会
社
が
名
目
的
存
在
に
過
ぎ
ず
、
労
働
者
の
労
務
提
供
の
態
様
や

人
事
労
務
管
理
の
態
様
、
賃
金
額
の
決
定
等
が
派
遣
先
会
社
に
よ
っ
て
事

実
上
支
配
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
特
段
の
事
情
が
必
要
と
い
う
べ
き
で
あ

る
﹂
と
判
示
し
、
こ
の
判
断
基
準
に
照
ら
し
て
認
定
事
実
を
詳
細
に
検
討

し
た
上
で
、
黙
示
の
労
働
契
約
成
立
を
認
め
な
い
判
断
を
し
て
い
る
。

こ
の
判
示
内
容
は
、﹁
労
働
者
派
遣
﹂
に
該
当
す
る
場
合
に
東
レ
リ
サ
ー

チ
セ
ン
タ
ー
事
件
と
同
様
に
厳
し
い
判
断
基
準
を
あ
て
は
め
る
も
の
と
い

え
る
が
、
他
方
、﹁
労
働
者
派
遣
﹂
に
該
当
し
な
い
場
合
に
は
、﹁
派
遣
元

会
社
が
名
目
的
存
在
﹂
で
あ
る
と
か
、﹁
派
遣
先
会
社
に
よ
っ
て
事
実
上

支
配
さ
れ
て
い
る
﹂
と
い
う
よ
う
な
事
実
が
な
く
と
も
、
黙
示
の
労
働
契

約
の
成
立
が
認
め
う
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。

松
下
Ｐ
Ｄ
Ｐ
最
高
裁
判
決
が
、
黙
示
の
労
働
契
約
の
成
否
判
断
に
先
立

ち
、
労
働
者
と
供
給
元
と
の
間
の
契
約
関
係
が
無
効
と
な
る
か
否
か
を
検

討
し
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
、
最
高
裁
は
、
契
約
関
係
が
無
効
と
な
る
か

否
か
が
、
ユ
ー
ザ
ー
と
の
黙
示
の
労
働
契
約
成
否
に
影
響
す
る
と
の
考
え

を
採
っ
て
い
る
と
い
え
る
。形
式
上
の
契
約
関
係
が
無
効
と
な
っ
た
場
合
、

そ
の
就
労
関
係
は
形
式
的
に
も
﹁
労
働
者
派
遣
﹂
の
定
義
に
該
当
し
な
く

な
る
。
し
た
が
っ
て
、
ユ
ー
ザ
ー
が
形
式
上
の
契
約
当
事
者
で
な
い
に
も

か
か
わ
ら
ず
当
該
労
働
者
を
使
用
従
属
さ
せ
る
根
拠
が
全
く
な
く
な
っ
て

し
ま
う
上
に
、
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
供
給
元
事
業
者
に
支
払
わ
れ
る
金
銭
は
業

務
委
託
な
い
し
労
働
者
派
遣
の
対
価
と
は
い
え
な
く
な
り
、
む
し
ろ
当
該

労
働
者
の
労
務
を
利
用
し
た
対
価
と
し
か
い
え
な
く
な
る
の
で
、
就
労
関

係
の
実
態
か
ら
黙
示
の
労
働
契
約
意
思
が
推
認
し
や
す
く
な
る
と
い
え

る(18)
。本

件
判
決
も
、
上
記
下
級
審
判
決
の
よ
う
な
厳
し
い
判
断
基
準
を
示
さ

ず
、
比
較
的
緩
や
か
な
判
断
基
準
を
示
し
、
黙
示
の
労
働
契
約
の
成
立
を

認
め
る
。
本
件
判
決
は
、
特
に
﹁
派
遣
元
か
ら
の
派
遣
を
受
け
な
い
形
で

雇
い
入
れ
を
拒
否
す
る
こ
と
の
権
限
を
事
実
上
保
持
す
る
こ
と
に
よ
り
、

生
産
効
率
の
高
い
有
能
な
労
働
者
の
派
遣
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
配
置
換
え
を
す
る
権
限
﹂か
ら
Ｙ
に
よ
る﹁
雇
用
に
関
与
﹂を
認
め
、﹁
ラ

ン
ク
制
度
﹂
の
導
入
に
よ
り
﹁
Ｙ
が
派
遣
労
働
者
の
給
与
等
の
名
目
で
派

遣
元
か
ら
受
領
す
る
金
員
の
額
を
実
質
的
に
決
定
す
る
立
場
に
あ
っ
た
﹂

と
認
定
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
点
は
、
松
下
Ｐ
Ｄ
Ｐ
事
件
最
高
裁
判
決
が

採
用
へ
の
関
与
、
賃
金
決
定
へ
の
関
与
、
就
労
態
様
決
定
へ
の
関
与
を
重

視
し
た
判
断
を
行
っ
た
こ
と
を
意
識
し
た
も
の
と
い
え
る
。
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多
く
の
同
種
事
案
下
級
審
判
決
で
は
、形
式
上
﹁
労
働
者
派
遣
﹂﹁
請
負
﹂

と
い
う
こ
と
に
さ
れ
て
い
る
た
め
、
供
給
元
事
業
者
が
独
立
し
た
事
業
者

で
あ
る
場
合
、
賃
金
は
供
給
元
事
業
者
が
具
体
的
決
定
を
行
い
、
支
給
し

て
い
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
判
決
の
大
半
は
、
そ
う
で
あ
る
以
上

﹁
賃
金
決
定
へ
の
関
与
﹂
が
認
め
ら
れ
な
い
と
す
る
。
こ
の
点
で
、﹁
ラ
ン

ク
制
度
﹂
が
あ
っ
た
本
件
は
、﹁
賃
金
決
定
へ
の
関
与
﹂
の
事
実
が
認
め

ら
れ
や
す
く
、
黙
示
の
労
働
契
約
が
認
め
ら
れ
や
す
か
っ
た
と
い
え
る
。

先
に
も
述
べ
た
と
お
り
、契
約
関
係
が
無
効
と
さ
れ
る
場
合
、ユ
ー
ザ
ー

か
ら
供
給
元
事
業
者
に
支
払
わ
れ
る
金
銭
は
労
働
者
派
遣
の
対
価
と
は
い

え
な
く
な
り
、
む
し
ろ
当
該
労
働
者
の
労
務
を
利
用
し
た
対
価
と
し
か
い

え
な
く
な
る
の
で
、
そ
れ
だ
け
で
十
分
に
労
務
対
価
性
に
つ
い
て
の
黙
示

の
合
意
は
認
め
う
る
と
い
う
べ
き
で
、﹁
賃
金
決
定
へ
の
関
与
﹂
は
そ
れ

ほ
ど
重
視
さ
れ
る
べ
き
で
な
い
と
考
え
る
。

な
お
、
判
決
は
明
示
し
な
い
が
、
黙
示
の
労
働
契
約
の
成
立
時
期
は
、

サ
ポ
ー
ト
社
員
を
経
験
し
て
い
な
い
者
に
つ
い
て
は
黙
示
の
労
働
契
約
の

成
立
を
認
め
て
い
な
い
こ
と
か
ら
し
て
、
最
初
の
派
遣
労
働
者
と
し
て
の

就
労
か
ら
サ
ポ
ー
ト
社
員
に
切
り
替
え
ら
れ
た
時
点
と
判
断
し
て
い
る
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

⑵
契
約
の
内
容

形
式
上
の
契
約
関
係
が
無
効
に
な
っ
た
と
し
て
、
実
質
か
ら
認
め
ら
れ

る
契
約
の
空
白
部
分
を
補
充
す
る
規
範
と
は
何
な
の
か
と
い
う
問
題
は
残

る
。
補
充
規
範
た
り
う
る
も
の
の
可
能
性
と
し
て
は
、︵
イ
︶
ユ
ー
ザ
ー

の
就
業
規
則
、︵
ロ
︶
形
式
上
の
使
用
者
と
の
間
の
契
約
内
容
、︵
ハ
︶
最

賃
法
、労
基
法
等
の
最
低
基
準
が
考
え
ら
れ
る
。︵
イ
︶
と
す
べ
き
か
︵
ロ
︶

と
す
べ
き
か
は
客
観
的
事
実
関
係
か
ら
推
認
さ
れ
る
合
理
的
意
思
解
釈
に

よ
る
こ
と
と
な
ろ
う
が
、
少
な
く
と
も
、
違
法
就
労
状
態
を
構
築
し
た
受

入
事
業
者
は
労
働
者
側
が
認
識
し
た
条
件
以
上
の
労
働
条
件
を
引
き
受
け

る
べ
き
責
任
を
有
す
る
と
い
え
る
こ
と
、
厳
格
な
認
識
の
一
致
は
な
か
っ

た
と
し
て
も
、
労
働
者
側
が
認
識
し
た
条
件
の
範
囲
で
認
識
が
重
な
っ
て

い
る
と
い
え
る
こ
と
か
ら
、︵
ロ
︶
以
上
の
労
働
条
件
が
補
充
規
範
と
な

る
と
い
う
べ
き
で
あ
る(19)
。

本
件
で
は
、
労
働
契
約
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
サ
ポ
ー
ト
社
員
制
度
、

ラ
ン
ク
制
度
及
び
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
評
価
制
度
は
、
派
遣
労
働
者
の
定
着

を
目
指
し
た
も
の
で
あ
り
、
ユ
ー
ザ
ー
に
長
期
雇
用
の
意
図
が
あ
っ
た
と

し
て
、
期
間
の
定
め
の
な
い
も
の
と
認
定
す
る
。
ま
た
、
サ
ポ
ー
ト
社
員

の
こ
ろ
の
賃
金
が
派
遣
労
働
者
と
し
て
働
く
時
期
と
同
等
と
さ
れ
て
い
た

こ
と
か
ら
、
賃
金
額
は
原
告
ら
に
支
払
わ
れ
て
い
た
賃
金
の
平
均
賃
金
額

と
す
る
こ
と
の
黙
示
の
合
意
も
認
め
ら
れ
る
と
し
た
。
賃
金
に
つ
い
て
、
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︵
ロ
︶
の
範
囲
で
合
意
が
あ
っ
た
と
の
合
理
的
意
思
解
釈
を
行
っ
た
も
の

と
い
え
る
。

雇
用
期
間
に
つ
い
て
は
、
サ
ポ
ー
ト
社
員
と
し
て
の
契
約
期
間
で
あ
る

三
か
月
と
一
日
の
有
期
契
約
、
あ
る
い
は
派
遣
労
働
契
約
内
容
と
な
っ
て

い
た
一
か
月
の
有
期
契
約
と
す
る
こ
と
も
考
え
得
る
。
し
か
し
、
そ
も
そ

も
形
式
上
の
契
約
関
係
全
体
が
無
効
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、

雇
用
期
間
に
つ
い
て
は
有
期
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
特
段
の
認
識
の
一
致

が
あ
っ
た
と
い
え
な
け
れ
ば
無
期
と
す
べ
き
で
あ
り
、
こ
の
判
断
は
支
持

で
き
る
。

な
お
、
黙
示
の
労
働
契
約
の
成
立
時
期
を
最
初
の
派
遣
労
働
者
と
し
て

の
就
労
か
ら
サ
ポ
ー
ト
社
員
に
切
り
替
え
ら
れ
た
時
点
と
解
す
る
な
ら
、

仮
に
雇
用
期
間
に
つ
き
当
初
は
三
か
月
と
一
日
の
有
期
雇
用
で
あ
っ
た
と

考
え
た
と
し
て
も
、
サ
ポ
ー
ト
期
間
が
終
了
し
て
も
引
き
続
き
Ｙ
が
就
労

を
受
け
入
れ
て
い
た
段
階
で
、
黙
示
の
更
新
︵
民
法
六
二
九
条
一
項
︶
に

よ
り
無
期
雇
用
に
転
換
さ
れ
た
と
解
さ
れ
る(20)
。

⑶
特
定
行
為
に
つ
い
て

本
件
判
決
は
、
事
実
認
定
に
お
い
て
、
山
口
労
働
局
長
が
、
Ｓ
ラ
ン
ク

に
か
か
る
労
働
者
派
遣
契
約
に
つ
い
て
、
Ｙ
が
Ｓ
ラ
ン
ク
を
認
定
し
派
遣

元
事
業
者
に
そ
の
連
絡
を
行
っ
た
上
で
、
Ｓ
ラ
ン
ク
と
な
っ
た
者
の
数
だ

け
新
た
な
Ｓ
ラ
ン
ク
派
遣
労
働
者
を
発
注
し
、受
け
入
れ
て
い
る
こ
と
が
、

派
遣
労
働
者
の
特
定
行
為
で
あ
り
、
労
働
者
派
遣
法
二
六
条
七
項
に
違
反

す
る
と
指
摘
し
、
是
正
指
導
を
行
っ
た
こ
と
を
述
べ
る
。

こ
の
点
、
松
下
Ｐ
Ｄ
Ｐ
最
高
裁
判
決
は
、
派
遣
先
と
労
働
者
の
間
に
あ

ら
か
じ
め
契
約
関
係
が
な
い
こ
と
を
前
提
に
判
断
を
行
っ
て
お
り
、
逆
に

い
え
ば
、
就
労
開
始
前
に
派
遣
先
が
事
前
面
接
を
行
っ
て
い
る
場
合
な
ど

で
、
そ
の
事
前
面
接
か
ら
採
用
決
定
に
至
る
ま
で
の
具
体
的
事
実
経
緯
に

照
ら
し
、
労
働
者
と
派
遣
先
と
の
間
に
明
ら
か
に
労
働
契
約
の
意
思
の
合

致
が
あ
っ
た
と
い
え
る
事
実
関
係
が
認
定
さ
れ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
以
上
を

論
ず
る
ま
で
も
な
く
派
遣
先
と
の
あ
い
だ
の
労
働
契
約
の
成
立
が
認
め
ら

れ
る
と
い
え
る(21)
。
ま
た
、
松
下
Ｐ
Ｄ
Ｐ
事
件
最
高
裁
判
決
に
お
け
る
黙
示

の
労
働
契
約
成
否
に
つ
い
て
の
検
討
内
容
か
ら
も
、
最
高
裁
が
少
な
く
と

も
派
遣
先
に
よ
る
労
働
者
特
定
行
為
・
採
用
へ
の
関
与
を
重
視
し
て
い
る

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

松
下
Ｐ
Ｄ
Ｐ
事
件
最
高
裁
判
決
後
の
下
級
審
判
決
に
は
、
特
定
行
為
・

採
用
へ
の
関
与
の
事
実
に
つ
き
言
及
す
る
も
の
は
多
い
。
し
か
し
、
事
前

面
接
と
評
価
し
う
る
事
実
関
係
に
つ
き
、
単
に
業
務
内
容
の
確
認
の
た
め

の
面
談
な
い
し
説
明
会
に
す
ぎ
な
い
と
評
価
す
る
な
ど
、
特
定
行
為
・
採

用
へ
の
関
与
の
事
実
に
基
づ
く
黙
示
の
労
働
契
約
の
成
立
を
認
め
な
い(22)
。

本
件
判
決
は
、
上
記
の
と
お
り
Ｓ
ラ
ン
ク
評
価
の
者
に
つ
い
て
の
特
定
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行
為
に
つ
き
労
働
局
長
の
是
正
指
導
が
あ
っ
た
こ
と
を
認
定
し
な
が
ら
、

特
定
行
為
が
あ
っ
た
こ
と
の
効
果
に
つ
い
て
は
深
い
検
討
は
行
わ
な
い
。

そ
れ
は
、
事
実
認
定
を
見
る
限
り
、
原
告
ら
の
中
に
Ｓ
ラ
ン
ク
評
価
の
者

が
い
な
い
た
め
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

本
件
判
決
は
、
黙
示
の
労
働
契
約
成
否
に
つ
い
て
の
判
示
部
分
に
お
い

て
、﹁
派
遣
元
か
ら
の
派
遣
を
受
け
な
い
形
で
雇
い
入
れ
を
拒
否
す
る
こ

と
の
権
限
を
事
実
上
保
持
す
る
こ
と
に
よ
り
、
生
産
効
率
の
高
い
有
能
な

労
働
者
の
派
遣
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
配
置
換
え
を
す
る
権
限

も
有
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
労
働
者
の
雇
用
に
関
与
し
て
い
る
事
情
と
い

え
﹂
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
Ｓ
ラ
ン
ク
評
価
の
者
に
限
ら
ず
、
ラ
ン

ク
制
度
を
利
用
し
、
高
ラ
ン
ク
の
者
を
派
遣
す
る
よ
う
派
遣
元
に
﹁
要
請

す
る
こ
と
自
体
が
﹁
特
定
行
為
﹂
に
近
い
行
為
で
あ
り
、
そ
れ
が
労
働
契

約
成
立
の
た
め
の
黙
示
の
意
思
の
合
致
を
推
認
さ
せ
る
評
価
根
拠
事
実
と

な
る
こ
と
を
認
め
る
も
の
と
い
え
る
。

6　

不
法
行
為
責
任
に
つ
い
て

本
件
に
お
い
て
は
、
Ｙ
の
不
法
行
為
責
任
に
つ
い
て
は
期
待
権
侵
害
を

請
求
原
因
と
し
て
い
た
の
で
、
労
働
契
約
上
の
地
位
が
認
め
ら
れ
た
者
に

つ
き
Ｙ
の
不
法
行
為
責
任
が
認
め
ら
れ
な
い
の
は
致
し
方
な
い
。
も
っ
と

も
、
敗
訴
し
た
二
名
に
つ
い
て
は
、
判
決
が
労
働
者
の
長
期
定
着
を
目
指

し
て
サ
ポ
ー
ト
社
員
制
度
等
の
制
度
を
構
築
し
た
こ
と
を
認
定
し
て
い
る

以
上
、
当
該
労
働
者
が
サ
ポ
ー
ト
社
員
制
度
等
に
つ
き
説
明
を
受
け
て
い

た
り
、他
の
労
働
者
か
ら
制
度
に
つ
い
て
聞
い
て
い
た
り
し
た
場
合
に
は
、

黙
示
の
労
働
契
約
成
立
を
認
め
な
い
と
し
て
も
、
期
待
権
侵
害
に
よ
る
不

法
行
為
責
任
を
認
め
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

7　

判
決
主
文
に
つ
い
て

本
件
判
決
は
、﹁
正
社
員
﹂
の
地
位
を
確
認
す
る
主
文
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、﹁
正
社
員
﹂
と
は
社
会
学
的
概
念
で
あ
り
法
的
概
念
で
は
な
い

の
で
、
主
文
に
挙
げ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
何
を
意
味
す
る
の
か
が
不
明

確
で
あ
る
。
主
文
と
し
て
は
﹁
労
働
契
約
上
の
地
位
を
有
す
る
こ
と
を
確

認
す
る
﹂
で
十
分
で
あ
っ
た
。

四　

ま
と
め

こ
れ
ま
で
の
下
級
審
判
決
が
、
松
下
Ｐ
Ｄ
Ｐ
事
件
最
高
裁
判
決
の
述
べ

る
﹁
特
段
の
事
情
﹂
に
つ
い
て
ま
と
も
に
検
討
し
な
い
も
の
が
多
く
を
占

め
る
中
、
本
件
判
決
は
こ
の
点
を
詳
細
に
検
討
し
、
形
式
上
の
契
約
関
係

の
無
効
と
派
遣
先
と
労
働
者
と
の
間
の
黙
示
の
労
働
契
約
を
認
め
た
画
期

的
判
断
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
判
示
内
容
は
、
労
働
者
派
遣
法
を
脱
法
す
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る
た
め
の
制
度
構
築
の
悪
質
性
を
正
面
か
ら
認
め
た
も
の
と
し
て
支
持
で

き
る
。

た
だ
し
本
件
判
決
は
﹁
特
段
の
事
情
﹂
の
検
討
に
お
い
て
判
断
基
準
を

示
さ
な
い
。
今
後
は
、
同
種
事
案
に
お
い
て
﹁
特
段
の
事
情
﹂
は
い
か
な

る
場
合
に
認
め
う
る
の
か
と
い
う
点
に
つ
き
、
よ
り
詳
細
な
検
討
が
課
題

で
あ
る
と
い
え
る
。

注
⑴　

和
田
肇
・
脇
田
滋
・
矢
野
昌
浩
編
﹃
労
働
者
派
遣
と
法
﹄︵
日
本
評
論
社
、

二
〇
一
三
年
︶
一
八
八
頁
以
下
﹁
労
働
者
派
遣
裁
判
例
の
分
析
－
松
下
Ｐ
Ｄ
Ｐ
事

件
最
高
裁
判
決
後
の
下
級
審
裁
判
例
﹂︹
塩
見
卓
也
︺
参
照
。

⑵　

萬
井
隆
令
﹁
派
遣
切
り
事
件
裁
判
の
最
近
の
傾
向
・
特
徴
と
問
題
点

－

偽
装
請

負
・
違
法
派
遣
の
ユ
ー
ザ
ー
と
労
働
者
と
の
労
働
契
約
関
係
に
つ
い
て
﹂
労
旬

一
七
六
四
号
︵
二
〇
一
二
年
︶
三
九
頁
。

⑶　

塩
見
卓
也
﹁
Ｎ
Ｔ
Ｔ
︵
多
重
請
負
︶
事
件
－
松
下
Ｐ
Ｄ
Ｐ
事
件
最
高
裁
判
決
を

ふ
ま
え
た
分
析
﹂
労
旬
一
七
二
一
号
︵
二
〇
一
〇
年
︶
二
七
頁
以
下
。

⑷　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
︵
多
重
請
負
︶
事
件
・
大
阪
高
判
平
二
三
．
二
．
一
七
労
旬
一
七
五
九

＝
一
七
六
〇
号
一
〇
八
頁
。

⑸　

塩
見
・
前
掲
注
⑴
一
八
八
頁
以
下
参
照
。

⑹　

職
安
法
と
労
働
者
派
遣
法
の
適
用
関
係
に
つ
い
て
、
萬
井
隆
令
﹁
偽
装
請
負
に

お
け
る
業
者
従
業
員
と
発
注
元
と
の
労
働
契
約
関
係
の
成
立
に
つ
い
て
﹂
労
旬

一
六
九
四
号
︵
二
〇
〇
九
年
︶
一
七
頁
は
、﹁
派
遣
法
単
独
適
用
説
﹂、﹁
折
衷
説
﹂、

﹁
職
安
法
・
派
遣
法
重
畳
適
用
説
﹂
の
三
説
に
分
類
し
、
本
庄
淳
志
﹁
派
遣
先
で

の
直
用
化
を
巡
る
諸
問
題

－

派
遣
労
働
者
の
保
護
を
い
か
に
し
て
図
る
べ
き
か

－
﹂
季
刊
労
働
法
二
三
一
号
︵
二
〇
一
〇
年
︶
二
六
頁
は
、﹁
分
離
説
﹂
と
﹁
職

安
法
重
畳
適
用
説
﹂
の
二
説
に
分
類
す
る
。

⑺　

萬
井
・
前
掲
注
⑹
一
七
頁
に
基
づ
く
整
理
で
あ
る
。

⑻　

松
下
Ｐ
Ｄ
Ｐ
事
件
上
告
審
下
井
隆
史
意
見
書
、
濱
口
桂
一
郎
﹁
い
わ
ゆ
る
偽
装

請
負
と
黙
示
の
雇
用
契
約

－

松
下
プ
ラ
ズ
マ
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
事
件
大
阪
高
判
平
成

二
〇
・
四
・
二
五
﹂
Ｎ
Ｂ
Ｌ
八
八
五
号
︵
二
〇
〇
八
年
︶
一
三
頁
等
。

⑼　

野
田
進
﹁
松
下
Ｐ
Ｄ
Ｐ
事
件
・
大
阪
高
裁
判
決
が
展
開
す
る
三
つ
の
﹃
雇
用
契

約
﹄﹂
労
旬
一
六
八
二
号
︵
二
〇
〇
八
年
︶
二
〇
頁
。

⑽　

厚
労
省
・
労
働
者
派
遣
事
業
関
係
業
務
取
扱
要
領
一
一
頁
。

⑾　

和
田
肇
﹁
受
入
会
社
と
社
外
労
働
者
と
の
間
の
労
働
契
約
の
成
否
﹂
名
古
屋
大

学
法
政
論
集
二
二
八
号
︵
二
〇
〇
八
年
︶
三
〇
三
頁
、
川
口
美
貴
﹁
松
下
Ｐ
Ｄ
Ｐ

事
件
・
大
阪
高
裁
判
決
の
意
義
﹂
労
旬
一
六
八
二
号
︵
二
〇
〇
八
年
︶
一
二
頁
、

萬
井
隆
令
﹁
偽
装
請
負
に
お
け
る
業
者
従
業
員
と
発
注
元
と
の
労
働
契
約
関
係
の

成
立
に
つ
い
て
﹂
労
旬
一
六
九
四
号
︵
二
〇
〇
九
年
︶
一
七
頁
等
。

⑿　

萬
井
隆
令
﹁
派
遣
切
り
事
件
裁
判
の
最
近
の
傾
向
・
特
徴
と
問
題
点

－

偽
装
請

負
・
違
法
派
遣
の
ユ
ー
ザ
ー
と
労
働
者
と
の
労
働
契
約
関
係
に
つ
い
て
﹂
労
旬

一
七
六
四
号
︵
二
〇
一
二
年
︶
三
八
頁
は
、
松
下
Ｐ
Ｄ
Ｐ
最
高
裁
判
決
は
労
働
者

派
遣
法
単
独
適
用
説
に
立
っ
た
も
の
と
評
価
し
、
塩
見
・
前
掲
注
⑶
二
九
頁
以
下

は
折
衷
説
に
立
っ
た
も
の
と
評
価
す
る
。
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⒀　

萬
井
隆
令
﹁
松
下
Ｐ
Ｄ
Ｐ
事
件
・
最
高
裁
判
決
の
批
判
的
検
討
﹂
労
旬

一
七
一
四
号
︵
二
〇
一
〇
年
︶
六
頁
。

⒁　

塩
見
・
前
掲
注
⑴
一
九
五
頁
。

⒂　

塩
見
・
前
掲
注
⑶
三
〇
頁
、
河
村
学
﹁
松
下
Ｐ
Ｄ
Ｐ
最
高
裁
判
決
後
の
状
況
﹂

労
旬
一
七
五
九
＝
一
七
六
〇
号
︵
二
〇
一
二
年
︶
六
六
頁
。

⒃　

こ
の
点
は
、
萬
井
・
前
掲
注
⒀
一
三
頁
、
和
田
・
前
掲
注
⑾
三
一
三
頁
で
も
述

べ
ら
れ
る
と
お
り
、
禁
反
言
の
法
理
が
適
用
さ
れ
る
と
考
え
れ
ば
済
む
問
題
で
あ

る
。

⒄　

塩
見
・
注
⑴
一
九
七
頁
。

⒅　

和
田
・
注
⑾
三
〇
三
頁
。

⒆　

塩
見
卓
也
﹁
職
安
法
四
四
条
・
労
基
法
六
条
違
反
の
私
法
的
効
力
に
つ
い
て

－

Ｎ
Ｔ
Ｔ
︵
多
重
請
負
︶
事
件
・
大
阪
高
判
平
二
三
・
二
・
一
七
﹂
労
旬
一
七
五
九
＋

一
七
六
〇
号
︵
二
〇
一
二
年
︶
七
五
頁
。

⒇　

日
本
ユ
ニ
・
デ
バ
イ
ス
事
件
第
一
審
判
決
︵
さ
い
た
ま
地
判
平
成
二
四
年
四
月

二
六
日
労
旬
一
七
八
五
号
五
五
頁
︶
は
、
黙
示
の
更
新
に
つ
き
、
民
法
六
一
九
条

一
項
が
黙
示
の
更
新
後
の
賃
貸
借
契
約
は
期
間
の
定
め
の
な
い
契
約
に
な
る
と
解

さ
れ
て
い
る
こ
と
及
び
民
法
六
二
九
条
一
項
が
更
新
後
の
契
約
に
つ
き
民
法

六
二
七
条
に
よ
る
解
約
申
入
れ
が
で
き
る
と
し
て
い
る
こ
と
と
の
整
合
性
、
当
事

者
の
合
理
的
意
思
解
釈
を
理
由
に
、
期
間
の
定
め
を
含
め
て
同
一
の
条
件
に
て
更

新
さ
れ
る
と
す
る
説
を
否
定
し
、
期
間
の
定
め
の
な
い
契
約
と
し
て
更
新
さ
れ
る

と
す
る
民
法
学
上
の
通
説
を
採
用
し
た
。
前
説
に
つ
き
菅
野
和
夫
﹃
労
働
法
・
第

十
版
﹄︵
弘
文
堂
、
二
〇
一
二
年
︶
二
二
八
頁
、
下
井
隆
史
﹃
労
働
基
準
法
・
第

四
版
﹄︵
有
斐
閣
、
二
〇
〇
七
年
︶
一
〇
一
頁
、
東
京
大
学
労
働
法
研
究
会
編
﹃
注

釈
労
働
基
準
法
︵
上
︶﹄︵
有
斐
閣
、
二
〇
〇
三
年
︶
二
七
三
頁
︹
大
内
伸
哉
︺、

後
説
に
つ
き
我
妻
栄
﹃
債
権
各
論
中
巻
二
﹄︵
岩
波
書
店
、
一
九
六
二
年
︶

五
八
九
頁
、﹃
注
釈
民
法
﹄
一
六
巻
︵
有
斐
閣
、
一
九
六
七
年
︶
九
三
頁
︹
三
宅

正
男
︺、
西
谷
敏
﹃
労
働
法
﹄︵
日
本
評
論
社
、
二
〇
〇
八
年
︶
四
三
五
頁
、
片
岡

昇
︵
村
中
孝
史
補
訂
︶﹃
労
働
法
︵
二
︶・
第
五
版
﹄︵
有
斐
閣
、
二
〇
〇
九
年
︶

一
五
一
頁
、
荒
木
尚
志
﹃
労
働
法
﹄︵
有
斐
閣
、
二
〇
〇
九
年
︶
四
一
七
頁
、
奥

野
寿
﹁
民
法
六
二
九
条
に
よ
る
黙
示
の
更
新
後
の
期
間
－
タ
イ
カ
ン
事
件
﹂
ジ
ュ

リ
ス
ト
一
三
〇
〇
号
︵
二
〇
〇
五
年
︶
一
五
七
頁
等
。
な
お
、
日
本
ユ
ニ
・
デ
バ

イ
ス
事
件
第
一
審
判
決
以
前
に
お
い
て
前
説
に
立
つ
下
級
審
判
決
は
、
タ
イ
カ
ン

事
件
︵
東
京
地
判
平
成
一
五
年
一
二
月
一
九
日
労
判
八
七
三
号
七
三
頁
︶
の
み
で

あ
り
、
多
く
の
下
級
審
判
決
は
後
説
に
立
つ
。

�　

事
前
面
接
が
存
在
す
る
場
合
に
派
遣
労
働
者
と
受
入
事
業
者
と
の
間
に
労
働
契

約
が
成
立
す
る
と
の
見
解
と
し
て
、
大
橋
範
雄
﹁
派
遣
先
に
よ
る
事
前
面
接
・
特

定
行
為
と
派
遣
先
の
使
用
者
性
﹂
労
旬
一
六
六
五
号
︵
二
〇
〇
八
年
︶
六
五
頁
、

萬
井
隆
令
﹁
業
務
請
負
、
派
遣
の
ユ
ー
ザ
ー
に
よ
る
事
前
面
接
の
法
的
意
義
│
│

選
抜
試
験
、﹃
関
与
﹄、﹃
特
定
﹄
と
そ
の
関
連
﹂
労
旬
一
七
二
一
号
︵
二
〇
一
〇
年
︶

七
頁
、
濱
口
桂
一
郎
﹁
請
負
・
労
働
者
供
給
・
労
働
者
派
遣
の
再
検
討
﹂
日
本
労

働
法
学
会
誌
一
一
四
号
八
八
頁
、
濱
口
桂
一
郎
﹁
い
わ
ゆ
る
偽
装
請
負
と
黙
示
の

雇
用
契
約

－

松
下
プ
ラ
ズ
マ
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
事
件
大
阪
高
判
平
成
二
〇
・
四
・

二
五
﹂
Ｎ
Ｂ
Ｌ
八
八
五
号
︵
二
〇
〇
八
年
︶
一
三
頁
等
。

�　
﹁
採
用
へ
の
関
与
﹂に
つ
い
て
の
詳
細
な
分
析
と
し
て
萬
井
・
前
掲
注
⑿
三
九
頁
、
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同
・
前
掲
注
⒇
七
頁
。


